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（議長 菅野富士雄君）  （ 午前１０時００分 開会 ） 

  ご起立願います。 

  おはようございます。 

  ご着席ください。 

  令和５年第２回飯豊町議会定例会を開会するに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

  本日は、議員各位並びに町執行部の皆さんにはご多忙のところご参集いただきまして、厚く

御礼申し上げます。 

  本日は傍聴の方もお見えでございます。早朝から誠にご苦労さまでございます。傍聴の皆様

には、どうか皆様の代表であります議員の質問、意見、提言等の内容をお聞きいただきたい

と思います。 

  昨年２月からのロシアによるウクライナへの軍事侵攻はいまだに収束せず、多くの避難民と

死傷者が出ております。世界各国からウクライナへの支援が続いているものの、財政的な負

担の問題や、食糧や肥料価格の高騰など多くの問題があり、一刻も早い収束を望みます。 

  一方で、２月６日に発生したトルコ・シリアでの大地震は５万人以上の死亡が確認され、多

くの避難民が発生しております。世界各国からの支援活動が行われており、被災された皆様

にはお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復興を願っております。 

  さて、令和２年２月に発生した新型コロナウイルスも３年が経過し、国では感染症第２類相

当から第５類へ見直すことが決定し、５月８日から実施されます。また、マスクについては

個人の判断で着用することとなり、３月13日から適用されます。しかし、新型コロナウイル

スの感染者は減少してはいるものの、活動場所に応じてマスクを着用するなど十分注意して

生活していただきたいと思います。 

  今年は10年に一度と言われました寒波でしたが、例年より降雪が少なく本日も穏やかな天気

となっており、少しずつ春に向かっております。しかし、主要地方道米沢飯豊線（通称ダム

道路）では、２月１日に発生した雪崩で通行止めとなっており、現在も中津川の皆様におか

れては菅沼峠を経由しての通勤通学と非常に大変な生活を送っておられます。 

  議会といたしましても、町とともに県に対し引き続き開通できるよう要望を行ってまいりた

いと思います。 

  まだまだ寒暖の差もありますので、体調には十分留意されますようお願い申し上げます。 

  本日の３月定例会は、一般質問は５名の方から通告を受けております。また、提出される諸

議案につきましては、新年度予算をはじめ条例の設定、条例の一部改正及び各会計補正予算
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など、合わせて46件の審議をお願いするものであります。 

  会期は、本日より14日までの13日間を予定しておりますので、議員各位並びに執行部におか

れましては体調に十分留意されまして、会期中の円滑な議会運営、議事進行にご協力を賜り

ますようお願い申し上げ、開会に当たっての挨拶といたします。 

  ただいまの出席議員数は９名であります。 

  去る２月３日、招集告示されました令和５年第２回飯豊町議会定例会は、定足数に達してお

りますので、ここに成立いたしました。 

  それでは、直ちに会議を開きます。 

  本定例会よりタブレットを利用しての開催となりますので、スムーズな運営にご協力よろし

くお願いいたします。 

  本日の会議は、あらかじめ配付しております議事日程により進めてまいります。 

  なお、議案等の採決の際、挙手または起立しない議員は「反対」とみなしますので、ご承知

おきいただきたいと思います。 

 《 日程第 １ 》 

  会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員の指名は、飯豊町議会会議規則第126条の規定により、２番 屋嶋雅一君、

３番 舟山政男君を指名いたします。 

 《 日程第 ２ 》 

  会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月14日までの13日間に定めたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月14日までの13日間と決定いたしました。 

  なお、議事の都合により、３日から６日及び８日から13日までを休会といたします。 

 《 日程第 ３ 》 

  一般質問を行います。 

  本日の質問者は５名であります。質問者並びに答弁者は、要点を整理の上、簡潔にお願いい
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たします。 

  それでは質問の通告がありますので、順次発言を許可いたします。 

  ４番 遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  おはようございます。４番 遠藤芳昭でございます。私から一般質問をさせていただきたい

と思います。 

  その前に、昨年８月において本町は未曾有の災害がありました。災害復旧はもとより、その

ような中におきまして新年度予算編成、職員の皆様には大変ご苦労をおかけしたのではないか

なと思います。敬意を表したいと思います。そのご苦労を受け止めながら、意義ある議会にし

てまいりたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  私のほうから３点質問ありますが、昨年８月３日の豪雨災害によって甚大な被害を受けた道

路、河川や田畑も徐々に復旧復興の姿が見えてまいりました。 

  しかしながら、自主財源の乏しさ、復旧のめどが立たない米坂線、最重要プロジェクトであ

る電池バレー事業の停滞等の不安材料もある中、希望の持てる町として残すためにも、多くの

課題に対して真剣に向き合い、身を削る改革が求められています。 

  急激に進行している人口減少や過疎化、少子高齢化がゆえに起こる事象に対してどのように

対応するのかが問われています。 

  このため、多くの課題の中から、以下３点についてご質問をいたします。 

  １つ目は、飯豊町男女共同参画の取組についてであります。 

  町議会では、１月29日に東部地区公民館におきまして議会と女性の方との懇談会を開催いた

しました。これは、女性の声を町政に反映するための仕組みをつくることを目的に議会が自主

的に実施をしたものでありますが、参加者からの意見や要望を受け止めて、この一般質問や政

策提言に結びつけ、女性にとって優しいまちづくりに寄与していきたいと考えての取組であり

ます。 

  そのときの話題は、子育て・教育・福祉・農業・移住定住・地域づくりなど多岐にわたりま

したが、女性ならではの視点で「人にやさしいまちづくり」はどうあるべきかお話しいただい

たように思います。 

  今後は、このような試みを継続して、女性の社会参加を一層推進してまいりたいと考えてい

ます。 

  図らずも町においては、令和４年３月に飯豊町男女共同参画計画を策定しております。この
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計画の柱である個別政策として、政策・方針決定過程への女性や若年層の参画拡大、地域にお

ける男女共同参画の推進、性別による固定的な役割分担意識の解消、男女の多様な選択を可能

とする子育て支援、防災分野への女性参画、ワーク・ライフ・バランスの実現、女性の職業生

活における活躍促進、女性の多様な働き方への支援等々16項目にわたって女性活躍推進の個別

施策が記されています。 

  特に、行政においては、政策・方針決定過程への女性や若年層の参画拡大、地域における男

女共同参画の推進等が重要な項目ではないかと思われますが、この男女共同参画について具体

的にはどのように取組を行っているのか、さらには学校教育や社会教育等での推進状況、まち

づくりセンター等への女性の参画の状況をお聞きいたします。 

  ２点目。令和４年８月豪雨における林道被害とその対応についてでございます。 

  ８月の豪雨によって町内の山林も大きな被害を受けております。このため、町では山腹崩壊、

土砂崩れ、山林の被害状況などについて、民有林を含めて町内全域での被害状況であったとお

聞きをしています。 

  また、町管理の林道における被害状況と、災害復旧工事については今後どのように進めるの

か、その復旧計画を教えてください。 

  さらに、山林からの土砂流出の危険がある沢筋や、その下流の集落や耕作地への二次災害の

対応をどのように考えているのか。 

  以上、お聞きいたします。 

  ３点目。高齢者世帯除雪支援体制の整備についてでございます。 

  １月13日の議員自主研修会において、人口減少と持続可能な地域づくりと題して山形大学東

北創生研究所長村松 真氏の講演がありました。講演の中では、「このまま人口減少が進むと、

ますます地域社会が衰退する。その中でも雪は地域衰退、人口減少の大きな要因である。毎年

同じように予算を使うだけでは効果がない。そのためには地域受容体において組織や人材をつ

くる、なくさない努力が必要である」というお話がありました。 

  地域の課題は、地域受容体で解決できるような取組をしなければならないということだと理

解をいたしました。 

  そこで、本町にあっても、高齢者世帯の除雪をどう支えていくかが地域の中でも大きな課題

となっております。 

  町では現在、地域安全克雪方針を策定する検討委員会を設置して検討しておられますが、急

増する高齢者世帯の除雪という問題に対してどのように対応していくのか、町民の理解と協力
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なしには立ち向かえない問題でもあると思いますので、町の考えをお聞きいたします。 

  以上３点、一般質問させていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、遠藤議員から、８月３日の災害時以降大変な財政負担をしている中で、新年度

予算編成に格闘してきたこの半年余りの状況について触れていただき、職員をねぎらっていた

だきましたこと、誠にありがたく、厚く御礼を申し上げたいと思います。 

  それでは、ご質問にお答えしたいと思います。 

  遠藤議員からは、３つのご質問を、ポイントを絞ってご質問いただきました。 

  最初の第１点目、男女共同参画の取組についてご質問がありました。お答えいたします。 

  住民一人一人が性別にかかわらず人権を尊重され、あらゆる分野において活躍できる社会の

実現のために、令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間として男女共同参画計画を

策定したところでございます。この計画は、性の差による違いをしっかりと理解し、認め合い

ながら性別を根拠とした不条理な慣例や習わしを取り払って、お互いに手を取り合って平等に

社会を担っていくことを目指す内容でございます。 

  今年度の取組につきましては、町の政策に女性からの意見を多く取り入れることができるよ

うに、審議会や委員会など様々な組織に女性の登用を促して、これまで男性が多かった組織体

への女性の参加を推進しております。今後は、地域の組織体においても、女性が活躍できる場

をつくっていただけるようお願いしながら、誰一人取り残さない、誰もが活躍できるまちづく

りを進めてまいりたいと思います。 

  次に、２点目の、令和４年８月豪雨における山林被害とその対応についてご質問がございま

した。 

  令和４年８月豪雨による山林の被災状況につきましては、林道が16路線、延長で5,781メー

トル、区間で159か所の路肩欠損、路体流出等の被害を把握しているところであります。また、

復旧には約３億3,800万円の事業費を要するものと試算しております。そのほかたくさんの山

腹崩落も起きておりますものの、奥地は土砂流出の危険もあって、今年度は詳細な調査を進め

ることができませんでした。そのため、令和５年度までは安全性を確保した上で、改めて調査

を行って被災状況の把握に努めてまいります。 
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  復旧計画につきましては、緊急性を踏まえて早期の通行可能となるように、特に被災規模が

大きかった東沢線、小屋線、柳沢線、台沢線、朝倉線、二ノ沢線の６路線から融雪後に工事着

手してまいります。 

  さらに、二次被害の対応については、特に河川の本川と支川の合流点付近には、上流部から

流出した土砂や流木が多く残っている状況にございます。激化する降水形態や気象変化に対応

できるよう、防災減災事業や農業用施設の機能強化について、国や県への要望を進めておりま

すので、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げたいと存じます。 

  次に、３点目の、高齢者世帯等への除雪支援体制の整備についてお答えいたします。 

  飯豊町では、65歳以上の高齢者世帯等への除雪支援として、一定の要件を満たす高齢者や障

害をお持ちの方の世帯に対し、除雪ヘルパー派遣事業や除雪助成費支給事業、宅道除雪支援を

実施してまいりました。しかしながら、特に近年は除雪の担い手不足が深刻化しておりまして、

これまでの除雪支援策では支え切れない状況にあることから、町が持続可能な地域であり続け

るためには、高齢者世帯等の除雪支援については最重要の課題の一つとなっているところでご

ざいます。 

  こうした状況を踏まえて、自立的で安全な地域づくりを実施するため、今年度国の補助事業

であります豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業に取り組んでまいりました。 

  今年度は、地域安全克雪方針の策定を検討しながら、安全克雪事業として、安全・安心な雪

国暮らしシンポジウムの開催や、除雪安全講習会を実施いたしました。 

  また、試行事業として、交付金で購入したハンドガイド式の除雪機を貸し出して、宅道除雪

の支援隊を１団体増の計８団体で今年度実施しているところでございます。 

  地域安全克雪方針については、アンケート結果を基に課題の洗い出し等を行いながら、庁内

検討委員会や策定検討委員会などでの検討や協議を重ねており、今年度中に完成する予定であ

ります。 

  方針の内容については、町の将来構想として大きく４つの方向性を掲げております。 

  １つはまず安全対策です。この交付金の一番の目的である除排雪による事故を防ぐための安

全対策や安全講習などに取り組みます。 

  ２つ目、組織の強化と連携であります。自主防災組織や有償ボランティアとの連携や、町外

も含めた共助組織の構築など、多様な組織との連携による体制整備を進めます。 

  ３つ目、担い手の確保と育成でございます。学校での地域学習や若い世代と連携した克雪体

制づくりアドバイザーの養成など、安全で効率的な除雪方法などを学ぶ機会をつくります。 
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  ４つ目は、意識啓発と周知であります。豪雪地帯の本町では、除排雪の問題は地域全体の共

通課題であります。雪下ろしや敷地内除排雪の安全対策の手法を周知するとともに、地域で助

け合う意識の醸成、声がけできる関係性やルールの構築など、まちづくりの一環として取り組

んでまいりたいと考えております。 

  雪は、町民の快適な生活を脅かす一番身近な脅威の一つであり、特に高齢化が進行している

本町において克雪対策は最優先で解決すべき課題の一つであります。ただ一方で、豪雪地帯な

らではの文化もあります。例えば、冬季間に漬ける漬物、雪菜、干し柿などの干物、今では高

齢者だけが持つ雪の効用も見直されるべきではないかと考えております。 

  誰もが安全に安心して飯豊で暮らし続けることができるように、多様な組織と連携ししっか

りとした体制を整備した上で克雪対策に取り組んでまいります。 

  １点目の、男女共同参画における教育分野での取組状況については、改めて教育長から答弁

していただき、私からは以上の答弁とさせていただきたいと存じます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  １点目の、男女共同参画における教育分野での取組状況について、私のほうからお答え申し

上げます。 

  学校教育におきましては、先生方には日常生活の中であるいは道徳の授業において、性差を

問わない、寛容性・協調性・助け合いの心、他人を思いやる気持ちを子供たちに形成される教

育を実践していただいております。そのおかげをもちまして、児童会や生徒会などの校内活動

におきましては、男女を問わず活躍している状況がございます。また、飯豊町男女共同参画計

画にあります具体的な取組のうち、いじめや不登校に対するスクールカウンセラーによる臨床

心理士指導あるいは定期相談、そして早期支援連携事業につきまして、事案ごとに児童・生徒

及び保護者に寄り添った支援を行っており、今後も継続して行ってまいります。 

  社会教育事業におきましては、生涯学習という観点から各種事業を行う際には、できるだけ

男女とも参加しやすい内容のものを実施するように努めており、また社会教育委員やスポーツ

推進委員などの構成に当たっては、男性や女性の性差だけでなく、様々な年代の方々の意見を

取り入れられるように配慮しておるところであります。 

  また、各地区まちづくりセンターの活動においても、多世代交流など、多様性を重視した地

域コミュニティーの形成のため、若者や女性の主体的な活動を積極的に後押しできるよう、引
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き続き住民自身の参画に向けた環境の整備に努めてまいりたいと考えております。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  るる答弁いただきました。ありがとうございます。 

  私たち議員の最大の任務は、10年後、20年後のまちづくりを、町あるいは同僚議員とやっぱ

り話合いをしながらどうやって提言をしていくかということだろうと思います。そういう意味

ではこの女性参画、共同参画の取組というのは、やっぱりまちづくりの、まちの活性化にあっ

ては大変重要なものではないかなと、今答弁をお聞きをして感じたところでございます。 

  女性との懇談会の中では、このまちづくりに対しても多くの意見や提案をいただきましたけ

れども、子育てや教育、福祉、仕事、まちづくり、本当にこう多岐にわたっておりました。今

後の議員の質問にも具体的に出てくるようでありますので、それはよろしくお願いしたいと思

います。 

  懇談会の中では、まだまだ男性中心の社会になっているということではないかというふうな

ことでありました。町議会も女性議員はおりませんので、当然そのように感じたものかもしれ

ません。町の政策づくりに関わっては、もっと女性の出番を増やしてもらいたいということが、

多くの方の主張だったように思います。その前段で、女性議会をしたらどうかというふうなこ

とがありましたが、やっぱり町の政策課題をきちんとしないうちはなかなか難しいのではない

かなということで、女性の方に、案外自分の力でも町を変えられると、そういうふうにまず思

ってもらえることが大事なのではないかなということで、意見をどんどん出してもらうという

ことで、今回の懇談会というようなことでありました。大変、評価っていいますか、今までな

かった取組でありましたので、今後も続けてもらいたいという意見をたくさんいただいたとこ

ろでございます。 

  このようなことから私からは、女性の社会参加ということを、改めて申し上げるまでもあり

ませんけど重要なことでありますので、この飯豊町の男女共同参画計画、これについてご質問

させていただいているところでございます。 

  具体的には、これを読みますと、女性の委員の割合を2030年までに30％にするとあります。

今後、具体的に女性の委員を増やしていきたいということでありまして、具体的には現在の委

員の数なんかもここに書かれております。具体的な目標値、その数字的な制度設計、文字面だ
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けはなくて具体的に今後の取組の目標値とか制度設計とか、あるいは具体的にどこをどうする

ということ、その検討や取組が行われているのか、されているのかですね。文字面だけではな

くて、そういうところが進めてあるのかどうなのか、担当課長でも結構ですので、今現在の取

組の進め方、それについてお聞きをしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ありがとうございました。現状の報告については、後ほど担当課から報告させていただきま

すが、やはりかなりまだら模様に女性の参加が多い委員会とそうでない委員会などがございま

す。とりわけ、振興審議会などはもう33％が女性委員だっていうことでございますし、男女共

同参画社会などについてはまだまだ比率がもっと高いというふうなことでございます。 

  詳細の内容について必要ですか。それでは、詳細については企画課長より答弁させていただ

きたいと存じます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  舘石企画課長。 

（企画課長 舘石 修君） 

  遠藤委員のご質問にお答えしたいと思います。 

  男女共同参画計画につきましては、令和３年度に策定させていただいて今年度から施行とい

う形になっております。その中で、女性委員を30％まで引き上げるというような計画も、目標

も立てているところであります。男女共同参画計画につきましては、基本的な考え方を示した

というものでありますので、町としましては性別に関係なくあらゆるところで女性が活躍でき

るようにというようなことでお示しをした計画ということになっております。機会があるごと

に町民の皆様に周知徹底を図りながら土台をつくっていく、さらには意識を変えていくという

ところが重要なんだろうなと思っているところです。 

  具体的に、議員からもご指摘ありましたとおり、例えば町の振興審議会の委員ですとか、あ

とは様々な町の委員会がございます、そういったところに積極的に女性を登用していくという

ようなことは直接的な取組でもございますし、人事のことを私言える立場ではないんですけれ

ども、例えば町の役職の管理職に女性を多く登用するなんていうことは男女共同参画に直接的

に取り組める事項でありますので、積極的に取り組んでいく必要があるんだろうなと考えてお

ります。 
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  今現在の委員の女性登用の状況でありますけれども、今年度まだ整理しておりませんが、年

度末に整理をさせていただいて、しっかりとどんな委員会で何人女性がいるのかということで

整理をさせていただきたいと思いますが、特に女性の登用につきましては町長からも積極的に

登用するようにということでお言葉をいただいているというようなところでございまして、今

回改選になりました町の振興審議会におきましては20名中、前回は６名女性でございました。

今回、できれば半数女性にしたいなと考えておったところですけれども、なかなか選定に戸惑

いまして20名中８名女性ということで、率にしてみればちょっと上がっているというような状

況であります。今後、様々な委員会ほかにもありますので、そういったところに積極的に女性

を登用したいということで考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  説明いただきました。今現在の取組状況については分かりました。 

  ただ、女性が活躍する社会というのは、それこそ地域も活性化をするし、様々な社会の問題

とか課題を解決できる、そういうその力というのはやっぱり女性の方はたくさん持っていらっ

しゃいます。いろいろな要件でありますので、ぜひ進めていただきたいなと思います。 

  そこの中で、先ほど社会教育、まちづくりセンター、地区公民館のお話をお聞きをしました

が、教育長かと思いますが、お聞きをしたいと思います。最も私たちが身近に感じる、あるい

はそういった活躍の場ができるというのは、地区公民館であったりまちづくりセンターではな

いのかなと思います。いきなり行政の役場の審議員とか、そういったことはやっぱり誰でもで

きるものではありませんし、そういうふうなために女性参画があるわけでもありませんので、

やっぱり地域の中で女性がいかにやっぱり活躍できる、あるいは意見を申し上げたり一緒に活

動できるっていうのはまちづくりセンターであったり地区公民館ではないのかなと思っている

ところです。まちづくりセンターには、地域の課題をいろいろ解決してくれる職員がいるわけ

です。あるいはそういった組織もきちんとありまして、そういう活動もされているわけであり

ますので、例えばそこに、まちづくりセンターあるいはその地区公民館に、女性活躍推進会議、

これはこんな固いものではないかもしれませんけれども、女性の方々がお集まりいただいて、

今の町の、あるいは地域の課題をみんなで話し合って、地域づくりに取り組もうというふうな、

女性だけの会議を各地区公民館あるいはまちづくりセンターに設けられてはどうなのかなと思
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ったところです。なかなか意見を申し上げる場がないということが、先日の懇談会の中でもあ

りましたので、一番身近なところで、あえて女性という名前をつけてそういう活動をなされた

らどうかなということで、私たち議員も、助言だけじゃなくていろいろな形で応援することが

できるなというふうに思ったんです。こういうふうなことで、各地区に女性活躍推進会議設置、

これで、こんなことでいかがでしょう。ぜひ検討してもらいたいなと思うんですけども、教育

長のご意見、お伺いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  遠藤議員のご質問にお答え申し上げたいと思います。 

  議員おっしゃるように、地区の方々にとって一番身近な組織は公民館であり、まちづくりセ

ンターであると思います。その中でも、職員も、女性、男性の割合としては半々ぐらいの対応

になっておりますので、女性の方も地区公民館、まちづくりセンターに来てお話をしやすい環

境にはなっているのかなとも感じております。また、それぞれの公民館では女性だけのサーク

ル活動というようなところも設置しておりますので、そういう意味では女性の声を引き上げや

すい環境にも整っているのかなとも思っているところであります。ただ、現在の町の男女共同

参画計画を考えてみますと、まだまだ足りないというような声があるというようなことは十分

承知しておりますので、今議員がおっしゃったような女性の声をもっともっと吸い上げてそれ

を実現する組織、それが会議というふうになるのか分かりませんけども、公民館職員、まちづ

くりセンターの職員と共々検討して、そういう組織をつくって、広くご意見を承りたいという

ふうに今思っているところであります。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  ありがとうございます。すぐに何かできなくても、やっぱりそういうその姿勢で、女性の方

にまちづくりに参加をしてもらいたいと、いろいろな形で提言をいただきたいという姿勢こそ

が地域を活性化するという、女性の活躍を推進していくというようなことで、今すぐの課題も

あるかもしれませんけれども、地域には５年後、10年後、20年後、そういったこの地域をどう

なっていくというそういうような議論なんかもですね、やっぱり大切かなと思いますので、ぜ

ひよろしくお願いしたいと思います。 
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  では、続いて２番目の質問に移らせていただきたいと思いますが、林道被害、これについて

お聞きをしたいと思います。 

  特に、飯豊町では今回の災害で萩生地区、椿地区、小白川地区の山林や山間地は大変な被害

でありました。大変ご苦労なされたかなと思いますが、頂いた災害査定の資料によりますと、

相当の被災箇所があるということでございまして、今回の公共事業としての災害復旧は12か所、

総延長547メートル、査定額で１億3,300万円のようでありますが、山林全体からの被害とすれ

ばほんの一部であることが分かりました。ただいま町長の説明では、林道16路線、延長5,781

メートル、159か所の路肩決壊、路体流出の被害があり、復旧には３億3,800万円かかるという

ことであります。しかし、まだ把握し切れないたくさんの山崩れや土砂の流出箇所もあり、調

査はまだ終了していないというようなことでございます。今後も被害箇所や被害額が膨らむと

いうようなことが予想されるのかなと思います。 

  そこで、質問させていただきたいんですが、このたびの公共災害ではこれまでの把握してい

る被害の延長にして約10％でしょうか、工事費にして約40％しか計上されていないというんで

すか、確保されていない、あるいは取組がされていないということだと思いますが、今後残っ

た部分、この山林、林道関係の復旧工事はどのように考えておられるのか。どういうスケジュ

ールで行くのかですね、ちょっとお聞きをしたいなと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  詳細につきましては、担当課長から報告いたさせたいと存じますので、よろしくお願いいた

します。 

（議長 菅野富士雄君） 

  竹田農林振興課長。 

（農林振興課長(併)農業委員会事務局長 竹田辰秀君） 

  遠藤議員のご質問にお答えいたします。 

  林道、山林の被害等につきましては、議員おっしゃるとおりまだまだ把握し切れていない場

所があるというようなことで、令和５年度融雪を待って改めて調査に参りたいというようなこ

とで計画しております。 

  災害発生当時ですけども、関係者、県の職員等の協力も仰ぎながら、災害が発生しているで

あろう山林、林道の調査をしていただきまして、お示ししました159か所というようなことで
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の被害状況を把握しております。公共債で令和５年度着工してまいりますけども、残りの部分

につきましては単独、あるいは様々な補助等を探しながら修繕していくしかないということで、

現状では考えております。できるだけ一般財源を使わないようにといいますか、有利な補助メ

ニュー等を探しながら、復旧に当たってまいりたいと考えております。 

  なお、令和５年度以降の工事着工となりますけども、被害状況等も把握した上で、様々調整

しながら進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  説明いただきましたけれども、困った状況になるのではないかなと思います。というのは、

災害査定も受けられないほどの被害状況であったのだというふうなことで、今お聞きをいたし

ました。 

  なぜ私がこの質問をさせていただいたかというと、１月15日に雨が降ったんですね。結構な

雨でした。そのとき私は上郷におったんですよ。上郷のあそこの一番奥の土砂、橋の上におっ

たんですが、上から、あの１月の15日に濁流がどんどん流れてくるんです。濁流がもう土石も

一緒に流れてきて、これ山からの崩れた土砂が、やっぱりその雨と一緒に流れてきているんだ

というふうなことでした。まさにそうでした。私の地元の、それから台沢にも行ってみました。

もちろん山の奥に行けなかったんですけども、そこも土石が流れてきているんですよ、１月の

15日です。これはやっぱり、今後大雨が降ったら大変なことになるんではないかなという心配

があったものですから、こんな質問をさせていただいているところです。これは本当に、５年

後、10年後のまちづくりにとって大事なことではないかなと思ったところだったんですね。そ

の台沢は、小さな沢なんですけども、ご存じのように家１軒を飲み込んでしまいました。もう

流してしまったというふうに言っても過言ではない、もうそこには住めないということでもう

既に家屋は解体をされておりますが、そういう状況になっております。そしてその土砂崩れ、

崖崩れ、山からの流木が山の中にまだ至るところに残っているんですね。それがまた大雨のと

きに一気に流れてきたとなるとどういうふうになるんだろうと。今回の災害で、どれだけの土

砂が流れてきて、どれだけの土砂がまた山の中に残っているのかということ、いろいろな方に

お聞きしますと、今回の作業でまだ10％、１割ぐらいしか土石が流れてきていないんでないか

と、崩れた土砂は山の中とか、またその沢に埋まったり、道路に埋まったり、そういうふうな

状況があるのではないかということ、お話をお聞きしました。そうしたら、やっぱりこれは大
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変なことだなということで、やっぱりそれだけその災害査定も受けられないぐらい踏み込めな

かった今の状況の中で、今後下流部の地域住民、あるいは耕作者がどれほど今心配をしている

のかということであります。今回の災害で埋まった土砂を取り除かないと、また同じ水害、被

害が心配されるということで、今、今後の災害復旧の話をお聞きしましたけれども、補助事業

といいますか、公共災害では取れないわけでありまして、取れるのかな、分かりませんけども、

災害査定は終わっていますので、単独あるいは補助を探してというようなことでありましたの

で、相当なその時間、５年、10年のスパンでかかるのかなということを思ったところです。特

に、沢が皆埋まっていると、私も確認をしてきたら道路も沢も平らになっているんですね。で

すから、今後ちょっと雨降ったら、皆、泥また流れるというようなそういう心配があって、沢

の土砂を取り除かない限り大変かなというふうに思いました。小沢や小河川、埋まっている土

砂の撤去、これが一番大事かなと思ったもんですから、もしそういったその事業があるのかど

うなのか、それをどういうふうに考えているのか、考え方をお教えいただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  第一次の初動の動きにつきましては、生活圏への土砂の流出、そうしたことが流れ込んでも

大丈夫なようにしっかりとさせていただき、これはもう国の査定で激甚災害の指定ということ

で、これは着実に計画に基づいて３年以内に完了するものと考えております。 

  それでも、今遠藤議員ご指摘のとおり、今回踏み込みもできなかった山腹の崩壊状況、それ

から山林の崩落、そうしたものは奥地に行けば行くほどたくさんありますので、これまでの全

国の災害の状況を見ても、それはずっと後になってから徐々に下流から整備をしていくという

流れになるかと思います。 

  もちろん、災害の認定の中に入れていただき、激甚災害の延長すべき課題として今後調査を

し、しっかりと復旧に向けて動くということでありますので、時間はかかっても何回も国に申

請をして修復をしていくと、こういう流れかというふうに認識しております。 

  それでもやっぱり、奥の人が住んでいないところなどについては、それであっても水源の確

保をしなければいけなかったり、水源地、水源林の確保をしなければいけなかったり、間接的

に整備をしなきゃいけないところ、たくさんございますので、現在国、県において、様々な調

査活動をしていただいていると同時に、町独自に農村未来研究所に集まっていただいている専

門家の皆さんの知見をいただいて、今後流れ着く土石を受け止めるだけの遊水池の設定などに
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ついてプランをしっかりと描いていただいて、県当局にアイデアとしてご提示しているという

ところもございますので、順次それは、ここで終わった、一次査定が終わった段階で終わりと

いうことではなくて、これまで県内でもたくさんの災害がございましたが、それは１波、２波、

３波としっかりと対応していくということがございますので、長くかかるものは10年もかかる、

それでもしっかりとした国、県との連携で整備を進めていくということのお話をお聞きしてい

るところでございますので、制度的に難しいというところも一部あろうかと思いますが、粘り

強く事業の申請をし続けて、一日でも早い生活の改善に向けて頑張っていきたいと思っており

ます。 

  なお、これは地域整備当局、それから農林振興当局、それぞれの部門での担当部門でもござ

いますので、補足があれば答弁いたさせたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  竹田農林振興課長。 

（農林振興課長(併)農業委員会事務局長 竹田辰秀君） 

  お答えいたします。 

  ただいま町長が答弁されたとおり、時間は相当数かかるものというふうに現状でも予想して

おりますが、多くの皆さんから山に行けるようにしたいというような要望等もございます。何

とかご要望にお応えできるよう、国、県等、関係機関と協議しながら、一日も早い復旧に向け

て進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  よろしくお願いしたいと思います。 

  私たちは、町民に代わって質問をしていることでございまして、やっぱり下流域の農業者は

今回整備はしたけれども、また同じようになってしまうのではないかという、そういう心配も

ありますので、ぜひそういったその計画もできるだけ早く示していただいて、皆さんが安心し

て生活、あるいは耕作できるようにお願いをしたいなと思います。 

  それでは、次に、除雪についてお聞きをいたします。 

  除雪困難な世帯が今どれほどあるのかということをまずお聞きをしたいと思います。現在、

私、国土交通省から克雪体制づくりアドバイザーの委嘱を受けて、その研究とか活動をしてい

るんですが、今答弁がありました地域安全克雪方針の策定というようなことで、私も委員をさ
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せていただいておりますが、そこの中でよく考えるとですね、なぜこんなふうになってしまっ

たんだろうというようなことは、除雪の担い手がいないということと、それから除雪困難な世

帯がたくさん増えてしまっているということで、まずはその除雪困難な世帯がどれほど町にあ

るのかと。つまり高齢者、高齢者だけではないと思いますが、特に町のほうでは高齢者に対し

てということで取り組んでおるようでございます。以前は三世代同居が当たり前で、誰かかれ

かが家にいたり、あるいは隣近所の人たちが、やっぱりその手があったということだと思いま

す。地域の支え合いがもう少しやっぱりきちんとできていたのではないかなということであり

ます。近年は、町のほうで高齢者のみの世帯とか行政から支援する仕組みで、何とかそれをし

のいできているということでありますが、けれども高齢者のみの世帯が65歳以上で高齢化率が

38.7％、25年間で2,500人前後になっております。それから、65歳以上の高齢者のみの世帯が

令和４年に599世帯あると。それから、高齢者単身数が、平成２年から令和２年で30年間で72

人から271人、3.8倍になっています。高齢者夫婦のみの世帯は、これもこの30年間で109世帯

から252世帯、2.3倍になっています。75歳以上の後期高齢者の世帯が246世帯、総世帯の

11.3％というふうになっております。調査をされていると思いますが、自力で除排雪が難しい

世帯というのは、今この町内にどれぐらいあるのというふうに把握しておられるのか、担当課

長でも結構ですが、今の把握している数字を教えていただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  伊藤健康福祉課長。 

（健康福祉課長(兼)地域包括支援センター所長 伊藤満世子君） 

  ただいまの遠藤議員の質問にお答えいたします。 

  自力で除排雪が難しい世帯の割合ということで、先ほど遠藤議員のほうから65歳以上の世帯

数のことをお話しいただいたところですが、今回のアンケートで75歳のみの世帯ということで

75歳以上過ぎてくると結構除雪が自分では大変なんじゃないかというところで数字を拾ってい

るものがあります。こちらのほうで数字を拾ったものが、令和５年１月１日現在で75歳以上の

みの世帯っていうのが町内全体で246世帯ございます。そちらの世帯がこちらの計画策定の中

では今後自力で除排雪が難しい世帯になってくるのではないのかなと思っております。 

  また、今回行ったアンケートの中で、今現在除雪を行っている方で５年後10年後も自分また

は家族のみで雪下ろしができると思いますかというふうな設問もあったんですが、その中で特

に屋根の雪下ろしについては、回答数の中の5.8％については10年後も雪下ろしは可能という

ことで回答いただきましたけれども、５年後はできるが10年後はできない、それから５年後の
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雪下ろしはできないとお答えになった方が50％ぐらいいらっしゃいます。 

  また敷地内の除排雪についても、10年後敷地内の除雪は可能と答えられた方が15.2％、あと

は５年はできるが10年はできない、それから５年後の敷地内の除雪はできないと答えられた方

が約４割ほどということで回答をいただいているところです。 

  なので、やっぱり今後高齢者が増えることによって除排雪が困難になってくるということは

想像できますので、そちらについて今回の計画策定の中でも対応のほうを皆さんと検討してい

きたいと思っているところです。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  今、お聞きをしましたけれども、５年から10年後には50％の高齢者世帯、75歳の後期高齢者

かと思うんですが、50％、半分は屋根には上れないと。それから40％の方は、もう敷地内の除

雪もできないというふうなことのようでございます。とするとですね、やっぱり誰かがしない

とここにも住めないということになるわけでございまして、除雪の担い手を今後どういうふう

に確保するかというのがやっぱり町のとっても大事な課題になってくるかなと思います。 

  現在、高齢者のみの世帯を中心として宅道除雪、雪下ろし、雪片づけをしている作業の補助

はありますけれども、除雪をしてくれる担い手が不足をしていって、このままだと高齢者世帯

の除雪ができなくなるのではないかなということが発生をしています。地域の中で誰もしてく

れないと。誰に頼んだらいいかも分からないということであります。理由は様々でございます

けども、若い人がとにかく少なくなっているということで、それで70歳まで皆さん働くように

なっているんですね。地域に若い人がもうほとんどいないと。一旦仕事をやめても、そのまま

働かざるを得ないということで、機械の貸出しを８団体にされているということですが、それ

だけではなくて、隣近所のそういった除雪を支援してくれる担い手、地域の中で除雪をしてく

れる担い手の把握っていうのは今されているのか。あるいは今後把握をするのか。どういうふ

うな状況になっているのか、それは行政のほうで確認をされておりますでしょうか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  伊藤健康福祉課長。 

（健康福祉課長(兼)地域包括支援センター所長 伊藤満世子君） 

  遠藤議員の再質問にお答えいたします。 
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  隣近所の除雪について、していただいている方がどれぐらいいるのかということですけれど

も、そこまでの地域内での人数の把握はできておりませんが、今後様々なまた会議の中で、隣

近所でどのぐらい共助でされているのかっていうところは調べていきたいなと思っております。 

  また、担い手というふうなところでありますが、やっぱり小さいうちからというか、そうい

う除雪のやり方とか、雪と親しみながら除雪することを覚えていくということも大事なことだ

と思いますので、小さいうちから、それから若い世代、様々な世代において、除雪のやり方と

安全にできるようにっていうことを様々地域の中で学ぶ機会を設けていきたいと思っておりま

す。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ４番 遠藤芳昭議員。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

  私もアドバイザーということで、いろいろなちょっと絡みで今しているんですけれども、や

っぱりどこの市町村でも、雪国でも、除雪の担い手をどうしようかと、行政だけではもう二百

何十世帯できるなんていうことではありませんので、やっぱりその地域の中での支え合い、い

かにこう醸成をしていくかと、そういう組織づくりをするかというふうなことがもう課題にな

って、高齢者に補助をするよりもやっぱり除雪を支援をしてくれる人たちをどうやってつくり

出すかというふうなところが、もうこれからの課題なのではないかなと思っておるし、日本全

国の雪国でももうそういうふうに少しずつこう動いているところがあります。 

  町としても、この先のこの取組、これらの仕組みをですね、新たにやっぱり考えて、除雪支

援団体の組織化とそれへの支援、ぜひ検討をすべきかと思いますが、町長いかがでしょうか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  大変重要なご指摘かと思ってお伺いしておりました。やはり、災害であるとか地震、火災な

どについては自主防災が、洪水などについてもしっかりとやっていただいているわけでありま

すが、予測ができる、毎年降雪があるという状況を、これはもう当然来るものでありますので、

何とかしなければいけないということだと思います。やはり今の若い人といっても、今ご指摘

のとおり地域内には日中はいない、じゃあ土日それでできるかっていうと、１週間働いて土曜

日、日曜日に除雪ボランティアに出てくれといっても、なかなか地域が呼びかけても、機械な
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らやれるけれども手作業や屋根に上っての雪下ろしなど、やはり困難が伴うと。じゃあ、有償

でという話もありますが、有償といっても有償ボランティアどれぐらいのものが支払われてい

るかというふうに調べてみますと、やはり3,000円、4,000円が頭打ちかなと。やはり、外で働

けば、若い人ならば七、八千円はもらいたいと。専業でやるならば、そうした待遇しなければ

人は集まらないんだと思います。それならどうするかということであります。これは、地域に

丸投げしてうまくいくということでも分からない、不安もありますので、やはりこのことにつ

いては地域の皆さんとの協議、ＮＰＯさんとの協議が必要かと思いますが、国の制度、県の制

度、あるいは地方自治体の制度を駆使して、やはり新たな持続可能な除雪体制の構築というこ

とが極めて重要なんだと思います。 

  それで、私はこうした委員会の様々な話をお聞きして、どうなんだろうなというふうに考え

たときに、やはりこれは介護保険制度のようなものを制度として立ち上げることが重要なので

はないかと。ベースとして何らかの財源を確保しながら、豪雪のときには町や県が支援をして

いく、そしてそれをみんなで負担し合っていくようなシステム、保険制度、そういうものが、

共助制度というか組織としてこれから考え出さなくてはいけないなと。そうでないと、今のま

まだととても雪下ろし頼んでも、１回で10万円も20万円もかかるということでは、とても町の

現在の支援制度では追いつかないということは十分承知しておりますので、みんなでお金を出

し合って、そしてストックして、何かがあればそこから財源を確保して使っていくという、介

護保険のような制度ですよね、国民健康保険のような相互扶助の除雪支援制度みたいなものを

やっぱり今後考えていく、飯豊のような豪雪地帯で考えていくことが必要なのではないかと

常々、今のところは個人的な意見ですが、ぜひ遠藤議員なんかも専門家でありますので、介護

保険制度と同等な、気楽に何かがあれば使えるというようなこと、みんなでお金を出し合って

常日頃蓄えておく、２分の１とか３分の２は行政がそれをしっかりと担保して財源確保してい

く、そういう何らかの新しい創造的な除雪支援制度をつくっていくことが大事だと考えており

ます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  以上で、４番 遠藤芳昭君の一般質問は終わりました。 

  次に、５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  議席番号５番 髙橋 勝です。 

  この３階の議場から見える景色も融雪が進み大分春めいてきました。２月中は、町の新たな
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教育に関する説明会が各地で行われ、私も３回ほど会場に足を運び教育委員会の説明に聞き入

り、保護者や地域の声に耳を傾けました。連日連夜説明会を行った職員の皆様、大変お疲れさ

までした。 

  それでは、３月定例会一般質問に入ります。 

  今回は、３項目について、町の見解をお聞きします。 

  まず第１点。遊休施設と廃校の活用に向けた準備は万全か。 

  令和５年４月からは、手ノ子、添川の両幼児施設が遊休施設となり、さらに令和８年度には

義務教育学校の開校とともに空き小学校が発生します。町は、遊休施設が発生した場合の手順

を令和４年12月定例会に次のように答弁しております。 

  ステップ１。町として利活用検討。 

  ステップ２。地域へ利活用を相談。 

  ステップ３。一般公募や民間譲渡。 

  ステップ４。利用見込みがないと判断されれば解体。 

  幼児施設の今後についても、以上のような手順で進めていくものと理解してよろしいでしょ

うか。そうであれば、ステップ１、町として利活用検討に入るタイミングに入っていると思わ

れますが、閉園が決定した時点と考えます、現在の検討状況をお聞かせください。 

  参考までに、文部科学省が示している手順書、資料１を添付しております。町は、ステップ

３で事業の一般公募や民間譲渡というものの、公募・譲渡のための条例、規則がなく、今後の

検討課題と令和４年12月定例会に答弁されています。中津川小中学校、フォレストいいでにお

いては、ステップ２の地域との相談までは行っているようですが、再開のめどさえ立たない現

状からすれば、公募・譲渡の明文化は必須です。いかがでしょうか。町の見解をお聞かせくだ

さい。 

  ２つ目。「私たちの想いがカタチになる！」町ですか。 

  町は、ここ５年程度の間に、大学生や若者世代のアイデアで地域活性化を模索する事業を行

ってきました。 

  ①まち・ひと・しごと創生総合戦略、平成27年度から令和２年度の主要プロジェクトにおい

て、平成29年度から早稲田大学が中心となって行っている起業家育成事業に山形大学が参画し

ており、山大生を中心に町をフィールドとした活動がスタートしました。令和元年度には、地

域資源を活用した新たな商品開発やコンテストを開催しております。 

  ②令和元年12月一般質問において、大学生による地域活性化の事業提案を目的に町内で調
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査・研究・聞き取りが行われており、活用方法を質問しました。答弁では、提案内容は事業化

に向けて検討する、中小企業振興事業補助金で支援するとのことでした。 

  ③令和３年度には、町内在住や町内に勤務する若者たちが集まり、今ある資源やアイデアを

生かして町のありたい未来像のためにできることを考える「いいで未来カフェ」がスタートし

ました。町の課題や資源を見つめ、やりたいこと、できること、そして社会が求めることの視

点から、アイデア出しや意見交換を進めてきました。こうして生まれたプロジェクトを令和４

年度は実践していくとなっております。 

  以上の３事業において、実践された提案は幾つになるでしょうか。コンテスト最優秀賞でさ

え実践されていない現状に、町の支援に課題はなかったのでしょうか。 

  そこで、私から実践数を上げるための提案を一つ行います。それは、山形県ソーシャルイノ

ベーション創出モデル事業の活用です。 

  資料２をご覧ください。 

  山形県独自の社会課題解決型ビジネスモデルの構築を目指す伴走型の事業です。先般の３事

業のアイデアを再びテーブルに乗せるとともに、加えて地域の幅広い年代からのヒアリング、

聞き取りを行い、新たなテーマを設定し、地域住民の思いを形にできる可能性のあるこのモデ

ル事業に取り組んではいかがでしょうか。町の人的、財政的負担も多くはないと聞いておりま

す。そのために、事業主体の県と窓口となる山形県企業振興公社と情報交換を行ってはどうで

しょうか。町の見解をお聞かせください。 

  ３つ目。「移住定住に必要なコト」は何か、町の対応を問う。 

  国は、東京一極集中是正、アフターコロナの下に移住に関する様々な施策を展開しています。

町も、飯豊で幸せになる条例を制定し支援を続けています。それぞれが新たな目的を持って移

住されてくるわけですが、新たな土地での生活に不安がないわけがありません。町には移住ポ

ータルサイトはあるものの、移住後の相談をできるような体制、定期的な面談など、相談が来

るのを待つではなく伴走する姿勢が必要ではないでしょうか。町の見解をお聞かせください。 

  あわせて、定住には現状の不安や不満を取り除くことも必要で、町は対策を既に考えている

と伺っています。除雪事業については、豪雪地帯安全確保緊急対策事業、住環境については住

宅関連計画も策定中のようです。各計画は、速やかに公表し実践してこそ有意義な施策になる

と考えます。事業内容も含めて、今後の進め方についてお聞かせください。 

  以上、壇上からの質問とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 
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  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、５番 髙橋 勝議員からご質問がございました。 

  冒頭に、現在義務教育学校の実施について、各地区での地域説明会に日夜深夜まで皆さんと

協議を進めております関係職員、教育長を先頭にしておりますが、そのことにねぎらっていた

だいて本当にありがとうございました。昨日でほぼ説明を終了したところでございます。 

  それでは、まず第１点目の、遊休施設活用へ向けた準備についてお答えいたします。 

  人口減少及び少子化の波は、特に幼児施設及び教育施設の閉園、閉校という形で本町にも影

響を及ぼしております。 

  施設の廃止による遊休施設が発生した場合の手順につきましては、髙橋議員おっしゃるとお

り、町としての利活用の検討、地域への相談、一般公募や民間譲渡等へのステップを踏んで利

活用の手法を検討してまいります。 

  手ノ子幼稚園及び児童センターにつきましては、令和４年12月議会で条例改正の議決をいた

だき、令和５年４月１日をもって廃止となります。両施設につきまして、今後の利活用方法に

ついて検討してまいります。 

  施設としての用途を成さない普通財産の施設につきましては、地域のご意向を踏まえた上で、

地方自治法や町の関係例規等に基づいて貸付けもしくは譲与等の処分を実施することとなりま

す。 

  なお、行政財産でありながらも現在活用されていない施設等の利活用につきましては、関係

各所と横断的に連携しながら、よりよい活用方法について検討してまいります。 

  次に、２点目の、地域活性化事業についてお答えいたします。 

  飯豊町では、大学と連携し、本町と学生たちのフィールドワークの場として提供しながら、

学生自身に本町の魅力を感じてもらうことで、本町の魅力を発信していく取組を行ってまいり

ました。その学習過程におきまして、地域活性化事業の提案をいただき、事業化・商品化に向

けて取り組んでまいりました。 

  提案が実現した事例として、令和元年に山形大学生がひょう（スベリヒユ）を使った商品開

発を行ったものがあります。「ひょうのお焼き」として商品化され、めざみの里観光物産館や

高円寺のアンテナショップＩＩＤＥなどで販売され、本町の魅力発信の一助となりました。ま

た、提案いただいた手法を応用し、その斬新な手法によって商品化に至ったものもございます。

雪室を活用した商品や柿酢、ミルクと蜂蜜のキャラメルなど数多くの商品化がなされておりま
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す。 

  他方で、提案いただいたものが全て商品化・事業化に至ったわけではありません。例えば、

令和元年に行われた農家民宿で提供する山菜料理の開発では、大学生により試作メニュー開発

は行われたものの、材料の下処理の手間が課題となり実際の提供までには至りませんでした。

また、大学生と町内事業者が主体となって事業展開されたひめさゆり酵母を使用した日本酒の

商品開発及びプロモーション事業では、町は中小企業振興事業補助金によって支援を行ったも

のの、研究開発の工程で法律上の制約がかかり、商品開発までには至らなかったというふうに

認識しております。 

  大学生との交流事業において様々な提案をいただき、その提案を実現するために検討・支援

を行ったとしても、その先の商品化・事業化までに至るものは限られてしまうというのが現状

でございます。 

  髙橋議員より活用をご提案いただいております山形県ソーシャルイノベーション創出モデル

事業は、単一の団体の個別アプローチだけでは解決が難しい地域課題を、その解決に向けて行

政・企業・大学、起業家などでチームを結成し、解決プランを作成して、公的機関の補助金あ

りきの解決ではなく、持続可能なビジネスモデルとして解決を目指すプロジェクトと伺ってお

ります。同事業では、山形大学アントレプレナーシップ開発センター小野寺忠司センター長を

中心としたプロジェクトチームを組んでおり、そこに大学生や地域の企業などのボードメンバ

ーを加えて、設定した課題テーマの解決に臨みます。 

  去る２月１日に、本事業の実施主体である山形県企業振興公社をはじめとした関係者と意見

交換を行ったところであります。意見交換の場において、本町では「いいで未来カフェ」によ

る思いやアイデアの創出を行っており、それを形にするために、同事業を活用できる余地があ

る旨を確認したところでございます。他方で、現在、プロジェクトチームの活動は最上地域で

のモデル事業実施に注力しており、残念ながら置賜地域への早期転用は難しいとの見通しもい

ただきました。同事業のモデル事業としての実践は難しいものの、今後「いいで未来カフェ」

を運営していく上で、本事業のスキームやノウハウなどを参考にしながら、また、プロジェク

トのメンバーやボードメンバーなどに助言をいただきながら、様々な提案事業などへの支援体

制を充実してまいりたいと考えております。 

  次に３点目、移住者への支援についてお答えいたします。 

  移住者支援につきましては、地域おこし協力隊である移住定住コーディネーターの家財隊員

を中心に、移住前の相談から移住後のケアまでしっかりと対応しております。また、中津川地
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区への移住希望者については、中津川地区定住化推進委員会と連携したきめ細やかなサポート

をしております。首都圏において開催している移住相談会では、町の魅力だけではなく、雪の

多さなど生活する上での大変さなどもお話をして、実際の生活と事前説明にずれが生じないよ

うに配慮しております。 

  また、本町で新たに生活をスタートすることとなった場合には、各地区長への挨拶回りへ同

行するなど地域との顔つなぎや、移住後も定期的に連絡し悩みや相談などへの対応も行ってい

るところでございます。 

  今後も制度面での支援と、あわせて移住者へ寄り添い、気軽に相談できる関係を築き支援し

てまいります。 

  移住定住に当たり最大の課題の一つである雪については、今年度、地域安全克雪方針の策定

を検討しながら、安全克雪事業としてシンポジウムの開催や除雪安全講習会などを実施いたし

ました。地域安全克雪方針策定については、アンケート結果を基に課題の洗い出しなどを行い

ながら、庁内検討委員会や策定検討委員会で検討や協議を重ねて、今年度中に完成を予定して

おります。 

  方針の中には、町の将来構想として、安全対策・組織の強化と連携・担い手の確保と育成・

意識啓発と周知、これらの４つの方向性を掲げており、移住者向けの地域学習や安全な除雪方

法などを学ぶ講習会なども考えてまいります。また、住生活基本計画は町の住宅施策全般を対

象とするマスタープランであり、本町の特性に応じた住生活に関する課題を設定して、施策の

方向性を示す計画となります。この計画の中には、頻発・激甚化する災害における安全な住宅

や住宅地の形成、多様な世代が支え合い、高齢者等が健康で安心して暮らせるコミュニティー

の形成、空き家の状況に応じた適切な管理、除却、利活用の一体的推進などとの関連性も重要

となってまいります。これらの計画と一体性を持った内容となるよう策定を進めてまいります。 

  第１点目の、幼児施設閉園後の利活用に向けた検討状況につきましては、熊野教育長から答

弁いただき、私からは以上とさせていただきたいと存じます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  まず、髙橋議員から、町が今後進めていきたい新しい教育に関する各地区での説明会につい

て、職員をねぎらう言葉をいただいたこと、加えて議員ご自身からも度々ご参加いただきまし

たこと、感謝申し上げたいと思います。ありがとうございました。 
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  １点目の、幼児施設閉園後の利活用に向けた検討状況について、私のほうからお答えいたし

ます。 

  手ノ子幼稚園及び添川児童センターの閉園後の利活用の検討状況についてのご質問でござい

ますが、現在のところ、具体的な検討には至っていないのが現状であります。ただ、添川児童

センターにつきましては、ご承知のように町民総合センターの改修工事の期間、こどもみらい

館として使用する予定でありますが、遊休施設の活用につきましては教育委員会だけの問題で

はなく、まちづくりの観点からも役場全課で知恵を出し合って検討しなければならないものと

認識をしております。今後、全庁的な課題として検討してまいる所存であります。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  それでは、ただいまの答弁を受けまして再質問させていただきます。 

  まずは、空き校舎の活用についてお聞きします。まずは小学校についてお聞きしますが、た

だいまありました町内各地で保護者や住民向けに開催されました新たな教育に関する説明会、

やはりその中でも出席者からの空き校舎の利活用はと、特に手ノ子、添川になるわけですが、

教育委員会は義務教育学校開校に向けた準備委員会の中に検討部署を設置するというふうな説

明があったと記憶しております。このような形で間違いございませんか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  髙橋議員のご質問にお答え申し上げたいと思います。 

  説明会で申し上げましたように、住民の方々が心配なさっている義務教育学校開校後の空き

校舎の活用につきましては、来年度早々立ち上げる予定の準備委員会の中に検討部署を設けて、

それぞれの立場の方、住民の方であるとかいろいろな立場の方々に委員をお願いしながら、検

討を重ねていきたいと思っているところであります。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  ただいまの答弁で、時期的な部分、もう新年度早々４月から、そして委員のメンバー構成
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等々も今詳しく話しされましたので、３年あるではなくて、逆にもう３年しかないというふう

な考えの下、進めていっていただきたいと思います。当然、義務教育学校の本体の進め方もあ

るわけですから、大変、関係職員の皆様にもいろいろとご負担というか、かかると思いますが、

しっかりと地域のこの心配事に対応していただきたいと思っております。それで小学校につい

て分かりました。 

  それでは、次に幼児施設について伺います。これもまた、手ノ子、添川ということになるわ

けなんですけども、答弁では現在において検討はまだ行われていないということで、少しがっ

かりした答弁だったのかなと思っております。時計の針は戻りませんので、先ほど町の手順３

つあると、ステップ３つあるということがありましたので、今後の添川、手ノ子の幼児施設の

スケジュール的な時間軸をお尋ねします。町の手順、３つあるようです。ステップ１、町とし

ての利活用検討、これまだステップ１にもまだ入っていないということですので、これはいつ

から入るのか。そして、ステップ２、地域への相談。ステップ１が行われ、いつからいつぐら

いまでを想定されていて、その後地域への相談、いつぐらいをめどにされているのか。そして

ステップ３、一般公募や民間譲渡といくと思うんですが、特に１と２、ステップ１と２、町と

しての利活用検討、地域への相談、どのようなスケジュールで幼児施設、もう４月から、添川

児童センターはみらい館の利活用あるんですが、手ノ子はもう完全に空き施設となります。ど

うでしょうかね。 

  なぜ私がこのような答えを求めるかというと、やはり閉園となった幼児施設が空き施設とし

て常態化することを心配しております。早急に庁舎内で利活用の検討に動き出す必要はもちろ

んですが、昨年度の12月定例会で議会から提出しました政策提言の一部にもなっておりますの

で、しっかりとこのスケジュール管理はしていただきたいと思いますが、どうでしょうかね、

今後の町の対応をお聞かせください。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  髙橋議員の再質問にお答え申し上げたいと思います。 

  今、議員がおっしゃられた手ノ子幼稚園、それから添川児童センターの今後の利活用につき

ましては、当然のことだと思いますけども、現在の私の私案でありますけども、来年度早々に

立ち上げ予定の準備委員会の中での小学校の活用と併せて、この幼児施設の検討もしていかな

ければいけないだろうなとは考えているところです。ただ、先ほど申し上げましたように、教
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育委員会だけで利活用が検討されるということはなかなか難しいと思いますので、全庁的な立

場、それから地域の方々のご意見も含めて検討していくべきだろうなと思っているところであ

ります。 

  参考にでありますけども、令和３年度に開催をさせていただいた専門家の会議の中の専門家

の方々のご意見の中でも、空き校舎の利活用としてこういうような使い方があるだろうという

ような具体的な事例も提示していただいております。また、文部科学省が提案している廃校プ

ロジェクトというような身近な例もありますので、そういう形の事例も参考にしながら、速や

かに検討に入っていきたいと考えております。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  ちょっと今の中で心配されるのが、小学校の準備委員会、その中に検討部署の中に一緒に組

み込むということなんですが、小学校は３年後です、小学校の閉校は３年後です。児童施設は

もう４月からです。そういう中で同じ土俵の中ではよろしいんでしょうけども、全然時間軸が

違っているというふうな検討部署の中で、しっかりとその幼児施設を先行して、当然小学校よ

り先行してこの空き施設の改修をしなければならないと私は思っていますので、時間軸が違う

中で、その同じ部署の中で、幼児施設をいち早く空き施設から、空き施設を解消するというこ

とが可能なのかどうか。そこはちょっと、今のお話を聞いてどうなのかなと思いますが、いか

がですか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  小学校が空き校舎になるのが３年後となりますので、少し時間的な余裕はあります。そうな

ると、検討部署の中で、最初に幼児施設の検討に入るということも可能でないかなというふう

に考えておりますので、その辺りも含めて、先ほど申し上げましたように役場全課の中、ある

いは町民の皆様方のご意見も参考にしながら、速やかに検討に入っていきたいと考えておりま

す。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 



３０ 

  まず、進め方について分かりましたが、やっぱり教育委員会だけでは収まらないというふう

な、今教育長からお話がありました。答弁書にも今後全庁的な課題として検討というふうなこ

とですので、町長のほう、全庁ということなので、やっぱり町長からもこの空き施設の対応、

必ず出ますというか、もう４月から、そして３年後なりますので、全庁的な課題ということも

ありましたので、町長のお考えをお聞かせください。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  非常に重要なテーマであります。そしてなおかつ、これまでの経過を振り返ってみますと、

なかなか、義務教育学校そして幼児施設のこども園化、２園化ということについて何度も構想

してきたものの、なかなかそれは簡単なことではないという判断から、いろいろと検討を重ね

てきたと。そして現在に至っているということでございます。 

  その過程で、たくさんの、いわゆるこの施設を何とか、これから空いてくるであろう施設、

学校や児童施設、幼児施設に何とか受け入れてもらえないか、こういうことが大事なのではな

いかという提案は、実際は途中でたくさんいただきました。しかしながら、私の、あるいは町

全体を俯瞰したときに、この地域にこの施設を持ってくるからまずは統合をというふうなこと

をやってはいけないという不文律を敷いたところでございます。それで、まず教育の、児童か

ら小中学校までの教育体制をしっかりと確立した上で、今後遊休施設になるものについて、そ

の後でこういうものはどうなんだろうかという、地域の皆様に提案するように、それが順序で

あると。子供の教育ということを考えたときに、やはり非常に重要なものという判断をしてい

るところでございます。 

  それで、これまでなかなかあからさまに提案できなかったこと、実際はたくさんございます。

飯豊町が判断しないままに、その施設が町外に建設されたというものも複数ございます。今後

は、それに関係するものがまだまだありますので、ぜひ、今お話しすることはできませんが、

教育委員会と十分に、あるいは地域と協議をしながら、こういう課題がありますと、こういう

施設はここにという社会的な要請があります。これはどうでしょうかというふうなこと、そし

てそれが可能であればこうした効果がある、地域が活性化する、あるいは教育上非常に大事な

ものになるということなどもございますので、それは順次皆様と、議会と住民の皆様と相談し

ながらご提案していきたいと思っております。決して手をこまぬいているわけではない、次々

とありますので、まずは今回２園について統合が決定したことについて、関係者のご努力に感



３１ 

謝をしながら、次の手を打っていきたいと思っております。非常に有効な提案がなされるべき

施設と考えておりますので、ご期待いただきたい。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  今町長からも町の進め方についてお伺いしました。やはり、義務教育学校、やはりこの出生

数からいけば進めていかなくちゃいけないなと思っておる反面、やはりこういう心配事、あと

デメリットも少々あるようですので、今後の準備委員会でしっかりその辺りを手当てしていた

だいて、新たな町の子供たちのための教育環境を整えていただきたいと思っております。 

  次に、今度廃校ではなくて遊休施設についてお伺いします。具体例としてはやはりフォレス

トいいでなのではないかなと思っております。現状、施設はどのような状態になっているでし

ょうか。１年前の３月定例会では大変有望な答弁ということで、令和５年春からの事業開始だ

というようなことで私たちも喜んだところでありますが、やはりそうそううまくいっているよ

うには、今までの経過説明もあってお聞きしておりますので、現在どのような状況か、簡潔に

お答え願います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  鈴木商工観光課長。 

（商工観光課長 鈴木祐司君） 

  髙橋議員のご質問にお答えします。 

  フォレストいいで、コテージ、中津川農村公園を舞台としてグランピング事業を行いたいと

いう提案をいただいておりまして、その事業者との交渉については今現在も継続している。来

年度、令和５年度において公募に向けて動きたい、当初から申し上げておった令和５年４月の

オープンというのはかないませんけれども、しっかりと、遊休施設ではなくてしっかりと生き

た施設として利用していきたいというふうに考えているとこであります。よろしくお願いいた

します。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  ただいまご説明いただきました。やはりここに関しては、この遊休施設の利活用についての、

先ほどのステップ１から４、４つほどあるんですが、まだまだ万全と言えるような状況でない
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のではないかと思います。特に、やはりステップ１から３には、先ほど幼児施設、小学校でも

お伺いしましたが、やっぱり時期的な、いつなんですかと、時間軸、いつという時期的な明記

がありません。そういう中で、令和４年12月定例会一般質問の答弁でも、特に公募・譲渡のル

ール化、制度化は現在ないと。今後、必要性も含めて検討するというふうな答弁をいただいて

おります。フォレストいいでの場合、先ほどの説明にあった現状や、やはりこれ前回も言いま

したが覚書、契約書も存在しない状況からすれば、しっかりとした規則を早急につくる必要が

あるのではないでしょうか。なぜならば、フォレストいいでや先ほどの幼児施設、小学校など

の町の財産が、やはりまだまだ活用されていない、もったいないというふうに思いますので、

空き施設にならないようにするための心配であります。どうですかね、この規則、ルールづく

り、町の見解をお聞かせください。 

（議長 菅野富士雄君） 

  髙橋副町長。 

（副町長 髙橋弘之君） 

  髙橋議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  遊休施設の利活用のルール化という部分でご質問いただいたかなというふうに思います。実

はこれ、平成25年９月に飯豊町遊休公共施設等の利活用に関する基本方針というものを策定し

ております。当時の議員の皆様、議会全員協議会のほうでもこの件に関しましては、説明をさ

せていただいているところです。こちらにつきましては、遊休公共施設、地域の活力維持と再

生につなげるため、町としての基本的な考え方を明確にするという形で基本方針を定めている

ところです。その際は、町民からの要望も加味しながら利活用の方策を探っていくという形で

うたわさせていただいているところです。 

  そういった中で、一般公募に当たっての基本的な考え方という部分が定められております。

原則としては、建物は現状のまま無償譲渡としまして、土地は無償貸与とすることとすると。

ただし、利用期間ですとか利用内容等によっては、建物は有償対応とする場合もあるというよ

うな形で、そういったルールづけを行わさせていただいているところでございます。 

  これに基づいて、当時遊休公共施設でありました中津川小中学校、それから県立置賜農業高

等学校の飯豊分校、こちらについては基本方針にのっとって利活用を決定させていただいたと

いう形になります。こちらのほうまだ有効でございますので、このような形の基本方針を基に

しながら、今後の遊休公共施設については活用の検討を図っていくと。最終的に、行政として

の活用がなかなか見いだせないというようなことになれば、一般公募をして民間の方に使って
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いただくというような形になるかなと思っています。 

  以上でございます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  今の規則に関して了解しました。それでは、フォレストいいでに関しては、やはりその中で、

今の説明の中では一般公募というふうな細かい説明までありましたが、やはりその中に覚書、

契約書というふうな文言が含まれていらっしゃるのかどうか、ちょっとその点もう一つお聞か

せください。 

（議長 菅野富士雄君） 

  髙橋副町長。 

（副町長 髙橋弘之君） 

  髙橋議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  覚書、契約書については記載はありません。ただ、町及びその応募者において別途協議する

という形になりますので、当然無償譲渡、それから無償貸与ということを行うんであれば、契

約書は存在するという形になるかなと思っています。 

  以上でございます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  それでは、今回のフォレストいいでの場合はどのようなパターンに当てはまるのか、確認さ

せてください。私たち議会のほうにも覚書、契約書というものは提示されていないと思ってお

りますが、その辺も含めてお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  髙橋副町長。 

（副町長 髙橋弘之君） 

  詳細は商工観光課長からお答えさせていただきますが、あそこの施設を使いたいというよう

な業者様のほうからは、様々なやっぱり諸条件を出されているところがございますので、その

諸条件の状況に応じて、町が対応できるものなのかどうかという部分を判断して契約内容を決

めていくという形になりますので、まだそこまで至っていないという状況でございますので、
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ご報告をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  鈴木商工観光課長。 

（商工観光課長 鈴木祐司君） 

  髙橋議員のご質問にお答えします。 

  今現在その事業者及び公社、町、三者で詰めというか内容についてを確認しながら、ただあ

る程度調査をしなければいけないということで、次年度その調査を１つ終えてから公募という

ことで走りたいということで思っております。その前に、しっかりと覚書、契約書等々で確認

をしながらということでありますので、事前に議会の皆様へ提示をさせていただいて進めてま

いりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  今、副町長と商工観光課長からの答弁で了解しましたので、しっかりと、町の財産というこ

とは私たちの、町民の財産でもありますので、しっかりと利活用を、今後小学校も含めて見さ

せていただきたいと思います。 

  次に移らさせていただきます。次に、地域活性化事業の「私たちの想いがカタチになる！」

町ですかについてお聞きします。 

  答弁から思いますのは、やはり学生からの提案、商品化、事業化の難しさであります。その

中で、やはり私がご提案しました山形県のモデル事業は、その学生に限らず、地域住民からの

ヒアリング、聞き取りを基に地域の課題を洗い出し、専門家も交えて仕事として解決するもの

であります。答弁では、先行地域の最上地方から置賜地方、飯豊町への転用は難しいとのこと

ですが、山形県企業振興公社から新たな提案があったとも聞いております。私も実際、昨日、

担当者の方とお話ししております。最新の情報、これは企画課になりますかね、担当課のほう

から最新の情報を話せる範囲内でお聞かせください。 

（議長 菅野富士雄君） 

  舘石企画課長。 

（企画課長 舘石 修君） 

  髙橋議員のご質問にお答えしたいと思います。 
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  山形県のソーシャルイノベーション創出モデル事業についてでございます。この事業につき

ましては県の３年間の事業でモデル事業だということで、３年間については人口減少が特に県

内でも進んでいる最上地域をフィールドとして展開されるということでお聞きをしております。

ですので、ここに飯豊町入るとか、あとはぜひ飯豊町でという話はなかなか難しいという話は

お聞きはしたんですけども、県のほうとしてもその３年間のモデル事業が終わった後で、県内

の各地域に展開していきたいという思いもあるということで、ぜひ飯豊町とも連携したいとい

うことでお話をいただきました。 

  ちょうど昨日なんですけども、事業主体であります県の企業振興公社、あとは山大のアント

レプレナーシップセンター、あとは発注元であります山形県の担当のほうと打合せをさせてい

ただきました。その中で、なかなか飯豊町をフィールドとした活動は難しいんですけれども、

こちらのやっていることに参画していただけるのであれば連携は可能だということでお話をい

ただきました。今現在、町としましてもいいで未来カフェということで展開をしておりますけ

れども、そういったメンバーがそちらの最上地区でやっているような事業に参画させていただ

くことで、より実践的な活動ですとかができるというふうに思っておりますので、そういった

ところをちょっとこう詰めていきたいなと思っています。昨日お話しをお聞きする限りでは相

当感触がよかったということもありますので、ぜひ連携させていただく方向で話を進めたいと

いうことで考えております。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  私が、この県のモデル事業を提案した理由は、やはり昨年８月３日、飯豊町がこのような災

害を受けて、やはりなかなか皆さん上を向いて前に進めないというような状況を私もひしひし

と感じております。そういう中で、一つでも未来に向けて、あしたに向けて、明るい話題とい

うか、希望のともしびというものをやはり一つでも二つでも示せればなということで、この提

案をさせていただきました。 

  今回は、今課長の話の中で、未来カフェの内容ということでしたけども、やはり地域へ横た

わっている課題は本当に前からこの地域に住んでいる人が重々分かっていると思いますので、

未来カフェを基に本当に幅広い年代からいろいろな聞き取りを行って、今後の事業展開をして

いただきたいと思いますので、そこら辺も加味しながら県との交渉をしていただきたいと思っ
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ております。 

  次に、移住定住に必要なこととは何かについてお聞きします。 

  この項目については、先ほど来お話出ています１月の女性と語る会の中で話題となりました。

私のグループは、３つあったグループの２つ目で、移住されてきた方、そしてそれで農業して

いる方、アグリウーマンズというグループをつくって活動されているグループの中に私が担当

として入ったわけですが、その中で移住後の生活については、先ほど町からの答弁ありました

とおり、大変丁寧な対応していただいているなと思ったところなんですが、やはり悩みや相談

に限定せず常日頃、定期的、継続的に情報交換、本当にお茶飲み話でもいいのかなと思ってお

りますので、その情報交換を行う必要があるのではないかと、出席者からのお話でした。町は

この提案、先ほどいろいろやっていることについて答弁ありましたが、再度この提案をどのよ

うに思われているかお聞きしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  舘石企画課長。 

（企画課長 舘石 修君） 

  髙橋議員のご質問にお答えしたいと思います。 

  移住者へのきめ細やかな対応ということだと思いますけれども、幸いうちの町におきまして

は協力隊の家財隊員が専門的にその分野を担っているというようなことで、大変きめ細やかな

対応をいただいているのかなと思っております。 

  家財隊員につきましては、様々な事業のほうも企画をしておりまして、例えば移住者の方々

と地域の皆さんが一緒に関われるようにということで例えば芋煮会ですとか、あとは３月25日

だったと思うんですけども、アグリウーマンの方々と、あと移住女子の方々で女子会をしたい

と、食事会をしたいというようなことで企画もされているようですので、そういったところで

交流を深めていただければと思っています。特に移住者の方については、本当になかなか地域

の人と関わる機会がないということでお話もいただいておりますので、家財のほうにご相談な

りいただければ、家財がつなぎ役となりまして、ぜひ地域の皆さんですとか関係者の方ですと

か様々なつなぎ役ということでさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 
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（５番議員 髙橋 勝君） 

  やはり、まず定住も大事なポイントになるんですけども、町外、県外からの皆さんへの対応

っていうのは、やはりそれがうわさがうわさを呼んで人を呼び込むという先進的な地域の話も

聞きますので、今の対応を継続して対応を行っていただきたいなと思っております。 

  あと、次になります、先ほど住民の不安、不満っていうふうなお話をさせていただきました。

その中で、先ほどもやっぱり雪というものは今後の重要課題として取り組まなくちゃいけない

と、除雪、雪下ろしに関してはありましたが、雪を邪魔者だ、厄介者だばっかりではなくて、

やはり雪も有効利用、地域の資源として有効利用するという視点も大変重要なのかなと思って

おります。それは本当に雪は邪魔だ邪魔だではなくて、雪の有効利活用でこんないい暮らし、

いいビジネスというか仕事にもなるんだよということも同時並行的に示していかなければ、本

当にこれから場所を選んで移住だったり定住を考えている方が、本当にこの雪国って駄目なん

でねえかというふうな暗い気持ちになってはいけないなと思っておりますので、当然、今計画

されている事業をしっかりと進めることも必要ですが、雪の新たな利活用の視点というものも

次のステップとして必要ではないのかなと思っております。特に、先ほどいろいろ議長の挨拶

からもありましたが、やっぱりウクライナ情勢だったり、特に日本は資源が小さい国であって

輸入に頼っている部分が大きいという中で、町内でも地域資源の活用の機運がやっぱり高まっ

ているわけです。今しらさぎ荘に建設中の林業のというかペレットだったり、眺山から出る液

肥の利活用、そしてやっぱり今畜産農家で課題になっている飼料高騰に対して稲わらを使って

いこうとか、いろいろ地域資源を活用していこうという機運の高まりありますので、この雪も

ちゃんとした地域資源だということで、やはり昔からここに住んでいる方の冬の暮らしの知恵

というものもあると思いますので、そこをしっかりとパッケージしてみんなに公表するという

か、情報発信するというのも必要なのかなと思いますが、この雪の利活用について少しお考え

をお聞きしたいと思いますが、いかがですかね。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  一番困難な質問が、町長に振られてまいりました。ありがとうございます。 

  全く同感です、そのことについては。先ほど申し上げましたように、基本的な生活を脅かす

部分をしっかりと解消して、支援をして、安心して雪国で暮らせるという、基本的な対策を講

じた上の話だと思います。その後には、雪をやはりしっかりと活用して生活を楽しむと、こう
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いうふうなことが大事になってくるんだと思います。実は、先ほど最初の答弁で申し上げまし

た大学４大学かな、５大学だったかな、学生と教授が集まって、この飯豊の環境をどう生かす

か、新しい商品開発なり暮らし方をどう描くかという検討会を開催したことがありました。そ

の際に、私はやっぱりびっくりしたのは、やはり優秀な学生たちはリソースと称して半日ぐら

い町内を回った後に、この地域の財産、欠点、それを全部整理をして開示した後、ここでどう

するという話を始めたところであります。我々はそういうやり方はしませんので、毎日の生活

の中から、これが可能なのかな、どうなのかなという話をして、様々な事業を展開してきた。

しかし、やっぱりそういうものの外からの目線も大事だなと思ったのは、やっぱり意外と気づ

いていないところを気づいてくれるということがありますので、もちろんそれは深い洞察に基

づいたわけではない、瞬間、３日ぐらい来て飯豊を見てそして提案するわけですから落ち度も

たくさんあるでしょう。でも、そのことをやっぱり虚心坦懐に我々が受け止めるということも

非常に大事だなと思っております。その中でやっぱり、今髙橋議員お話しのように、雪を生か

せないかという話がございました。それは、雪国だからこそ生まれる春の植物の香りを製品化

したり、あるいは先ほど申し上げました雪国の文化を生かした雪室の商品だったりということ

があります。やはり冬を、雪は大変だなと思うだけではなくて、基本的な不安を解消した後で、

いやこの冬はいいなと、この雪景色美しいななどとゆっくり眺められる余裕っていうのがあれ

ばいいもんだろうなと。そして、具体的に言うと、例えば麦の生産です、小麦の生産。これは、

雪の降らないところでは麦踏みをしなきゃいけない、機械によって。そうでないといい麦が獲

れないわけですね。雪国では、雪国でも十分に発芽する品種改良が進みましたので、この雪の

圧力で麦踏みをすることがないんだそうです。そういうメリットもあるということであります

ので、そうした雪国だからできるものまだまだあるでしょう。私は、個人的な話ですけれども、

ここの雪国の干し柿ほどおいしいものはないと。南のほうの、西南暖地の干し柿は今頃になる

と固くて食べられないんですね。だけど、雪国の干し柿は入れ歯でも柔らかくてとてもおいし

い。それは、雪室の原理もそうです。湿度100％近いですから。湿度を保った上で酸化しない、

熟成が進む。こういうものはまだまだたくさんあるんだと思いますので、低温の世界の化学を

もっともっと生かして、食料難の世界で悩む様々な人たちに日本のこの雪が降る気候を生かし

た食品、農村文化、これは農村未来研究所でもこれから十分研究して、今は災害対応で四苦八

苦しておりますけれども、もうちょっと余裕のあるかつての農村文化を復活させる大事なとこ

ろではないかと。まず頭に浮かぶのは麦の生産でありますとか、果物の干物、乾いた果物は結

構雪国ではおいしくできるというようなことなどなど、たくさんあろうかと思います。いずれ
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にしましても、やはり、マイナス掛けるマイナスはプラスになりますので、プラス掛けるプラ

スとは違うマイナスの世界の困難を抱き合わせてプラスに転化するということは、非常に自然

界の摂理だと思いますので、みんなで考えていきたいと。難しい、髙橋議員の質問の答えにな

るか分かりませんけれども、雪国だからできることがたくさんあると思います。それは、不安

を解消した後ということなのではないでしょうか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ５番 髙橋 勝君。 

（５番議員 髙橋 勝君） 

  今、町長おっしゃるとおり、不安のまず今の一丁目一番地を解決した後と私も思っておりま

す。 

  もう時間もありませんので、ここに、最後に定住施策のヒントになりそうなアンケートを私

お持ちしております。それは、令和２年度新成人のふるさとへの思いをつなげるアンケートで

あります。ここの設問には、将来も飯豊町に住みたいですかと、町内在住者の回答は住みたい

50％、できれば住みたい、このできれば、条件付ですね。将来は飯豊町に戻りますか、町外在

住者、戻りたい19％、できれば戻りたい、これも条件付46％、戻りたくない12％、できれば戻

りたくない23％。このように回答を見るとやっぱりできればというふうな条件がありますので、

やはりここをしっかり深掘りすることによって、何か定住施策のヒントが隠されているのでは

ないかと思っております。広報紙、これ担当職員していただいたと思うんですが、このような

文章でまとめています。町外在住の方からは、戻るにしても仕事がないとのコメントが何件か

ありました。町内企業の情報を発信することとともに、私は町内企業だけじゃなくて、いわゆ

る通勤稼働の範囲の情報提供でいいのかなと思うんですが、それと、町が取り組む事業の紹介、

企業支援などで若者の挑戦を後押しすることが必要と思われますというふうなこと。そして、

飯豊町の豊かな自然、人の温かさ、魅力を守るとともに、若者が自分に合った多様な生き方を

選択できるよう、今回の調査結果を今後のまちづくりに生かしていきたいと思っておりますと、

こうまとめておりますので、大変うまい取りまとめをされていますので、しっかりとこの若者

のアンケート、そして私たち議会が行った女性の皆さんと語る会での参加者の声に応えること

も飯豊で幸せに暮らし続けるというようなことにつながると思いますので、私たち議会も皆さ

んの声を聞いて終わりにはしません。今回の一般質問や、今後の政策提言に反映させていきま

すので、町も今後しっかりした対応を取っていただくことを期待して、私の一般質問とさせて

いただきます。 
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  以上で終わります。 

（議長 菅野富士雄君） 

  以上で、５番 髙橋 勝君の一般質問は終わりました。 

  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時15分といたします。 

                        （ 午後０時０７分 ） 

  休憩前に復し会議を続けます。        （ 午後１時１５分 ） 

  引き続き一般質問を行います。３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  ３番 舟山政男です。 

  弥生３月、やっと飯豊にも春の息吹が感じられる頃となりました。 

  今回は３点をお伺いいたしたいと思います。 

  １点目は、新潟山形南部連絡道路の飯豊区間が事業化されることによる影響についてという

ことであります。 

  ２点目は、緊急通報システムを含め、独り暮らしの高齢者の安否確認について。 

  ３番目は、防災ラジオの再調査ということであります。 

  新潟山形南部連絡道路については、昨年１月７日議会研修会において山形河川国道事務所所

長橋本氏よりご講演をいただきました。それによれば、梨郷道路は令和５年開通予定であり小

国道路は調査・設計中ですが、飯豊区間については事業化に至っていませんとのことでありま

した。いずれにしましても、飯豊区間も事業化されるものとは思われます。そのとき、集落消

滅に拍車をかけるとか地域の分断とか、インターの設置であるとか、接続道路の在り方とか、

その他もろもろの影響について改めて考えて想定しておくことも必要と思われますけれど、こ

のことについてどのようにお考えかお尋ねいたします。 

  ２点目は、去る１月29日、東部公民館において女性の方との懇談会を催しました。その際に

は、多くの貴重なご意見をいただきました。そのご意見の中の一つに、独り暮らしの高齢者の

方の安否確認についてどのようなものがあるのか教えてほしいとございました。緊急通報シス

テムを含め、どのような方法があるのかお伺いします。 

  ３点目は、昨年８月３日の災害発生時におきまして、防災ラジオが聞こえなかったとの声を

よく聞きます。このことについて確認をする必要があると思われますが、このことについてお

伺いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 
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  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、３番舟山政男議員から、春３月弥生の季節の訪れを冒頭にお話しいただきまし

た。本当に待ち遠しい春の訪れであります。そして、議長の脇には啓翁桜が、これは山口さん

ですか、小白川の啓翁桜栽培農家の山口さんから皆さんにということで頂いたもののようでご

ざいます。間もなく路地の桜も咲く、そのような季節を迎えて本当にうれしい限りです。明日

は３月３日、女性の活躍について言及されましたが、３月３日の雛まつりであります。独り暮

らしの高齢者の方々も、やはり３月３日を楽しめるような社会にしなければいけないと、つく

づくお話をお聞きして感じたところでございます。 

  それでは、一般質問にお答えいたします。 

  １点目の、新潟山形南部連絡道路の飯豊区間事業化による影響についてお答えいたします。 

  令和４年８月豪雨において国道113号は冠水と道路破損のため、飯豊町と小国町の間で通行

止めとなり、小国町が一時孤立するという事態になりました。このようなことから、強靱で信

頼性の高い高規格道路ネットワークの構築はとても重要となってまいります。この高規格道路

の新潟山形南部連絡道路建設は、現在梨郷道路及び小国道路で事業が進められておりますもの

の飯豊区間は未着手となっておりますことから、町といたしましては一日も早い事業化と早期

の完成を、周辺の自治体や関係機関と一体となって国に強く要望しているところでございます。 

  その一方で、高規格道路の整備によってストロー現象の発生による地域経済の影響を懸念す

る声をお聞きいたします。特に、サービス関連産業において購買層の流動性が高まれば、ヒ

ト・モノ・カネの流出がさらに加速するのではないかといったご指摘でございます。 

  新潟山形南部連絡道路の事業推進に当たっては、逆ストロー現象を起こすことを念頭に、高

規格道路網の整備は暮らしを活気づける動機でありビジネスチャンスを広げる絶好の機会と捉

えて、本町の強みである自然と調和の取れた暮らし、産業の創出、集積に取り組んでまいりた

いと思います。 

  平成25年７月、国土交通省において策定された構想段階における道路計画策定プロセスガイ

ドラインでは、最も身近な社会インフラである道路を、地域社会の中でいかに形づくるか、そ

の計画をよりよいものとするためには、地域の理解や協力が必要であり、住民をはじめとして

多様に広がる関係者との密接なコミュニケーションが重要とあります。一日も早い新潟山形南

部連絡道路飯豊区間の事業化と同時に、周辺アクセス網の検討も重要となってまいります。新

たに整備される高規格道路が地域活性化の起爆剤となるよう国や県、町内企業、地区住民など
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と密接に連携を持って臨んでまいります。 

  次に、第２点目の独り暮らしの高齢者の安否確認についてお答えいたします。 

  飯豊町では、現在独り暮らしの高齢者や、障がいをお持ちの方で、日常生活や健康に不安を

お持ちの方を対象に見守り支援を行っております。 

  １つは、安心生きがい訪問事業です。現在35名ほど利用されており、ヘルパーが月に２回自

宅に訪問して、生活の様子や体調の確認を行い様々な相談に応じます。また、訪問以外の週に

は電話で「お元気コール」を行って、変わりなく生活されているか確認します。訪問や電話で、

ほぼ毎週見守りの支援を行っているところです。 

  ２つ目は、緊急通報システムです。現在30名ほど利用されており、体調不良等の緊急時に、

町が契約している警備保障会社へ通報していただくと即座に必要な支援が受けられます。また、

家庭内で一定時間動きがない場合は、ご利用者の安否確認及び事前に登録された緊急連絡先に

通報されます。 

  ３つ目です。見守り配食サービスです。高齢者の栄養改善のほか安否確認を目的としたサー

ビスであり、現在20名ほど利用されております。 

  そのほか、徘回などの行動障害を起こす認知症の方の見守りに「お出かけ見守り登録」、毎

月季節のはがきを届けし安否確認する「ひまわりサービス」など、警察や郵便局の事業も利用

していただいております。 

  事業の周知方法といたしましては、定期的に対象者へサービスの案内をしたり、日々の相談

業務の中でその方に応じたサービスを提供しております。今後も様々な方法で事業の周知を行

って、利用につなげていきたいと考えております。 

  最後に第３点目、防災ラジオの再調査についてお答えいたします。 

  令和４年８月３日の災害発生時には、気象情報や避難所開設情報について、防災ラジオを通

して町民の皆様にお伝えいたしました。しかし、一部地域においては電波が入りにくいもしく

は電波が入らないという状況にあるということがありまして、そのことも認識しているところ

であります。町では令和２年２月、ラジオ電波が受信しにくい世帯に受信感度を向上させるフ

ィーダーアンテナを無償で配布させていただいたところです。それでも受信しにくい地域があ

るという声もあったことから、今年２月に防災ラジオの販売事業者による電波受信状況調査を

実施いたしました。今後、その調査結果を基に対策を検討してまいりたいと考えております。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 
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  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  南部連絡道路におきましては、早期の着工を様々な団体から要望がたくさん出されていると

いうところであります。特に、去年の夏の災害によって米坂線が不通という状態になっており

ます。これも今後どのようになるのか見通しが立たないというような状況になっておるようで

す。私、昔14年ぐらい前になりますけれど、新宇津トンネルから添川バイパスの終点までの間

に４本のルートを、高規格道路の、全く私的なもんですけども、設定した場合に、その土地が、

特に耕地がどのぐらい潰れるのかっていうことを計算してほしいと頼まれまして、拡大縮小に

よって、プラニメーター持ってなかったもんですから、当然、三斜方法によって面積を出した

ということがありました。そのときに考えたことは、もしこの道路が、要は新潟山形南部連絡

道路ができたらば、地域にどのような影響があるんだろうということをその段階で考えさせら

れたことがあります。それで、梨郷道路は令和５年度に添川バイパスと接続をするという予定

で現在進行しているようでありますけれども、これ高規格道路でありますんで、立体交差を原

則とした場合、新しい道路のインターチェンジの接続というのは、通常は国道あるいは県道と

いうふうになっております。飯豊町の場合は、道の駅のところの川西椿線ですか、あるいは手

ノ子へ行けば長井飯豊線、それから米沢川西線、中津川のほうへ行くこの道路に接続するとい

うようなことになるんだろうと考えられます。また、現在添川バイパスにつながったとして、

それが供用される平面交差ということになれば、当然歩道は設けられませんし、進入路という

のは信号のあるところからでなければ入れないというような状況になるはずです。そうなった

場合、側道を設けると。側道を通って、信号のあるところへ出るだろうというふうに考えられ

ます。そうなった場合、飯豊の場合、上代とその他の集落との地域の分断であるとか、あるい

は東山工業団地が南北に分断されるというようなことになるんじゃないかなということも考え

られます。 

  また、豊原地区にあってはですね、総体的な地盤沈下というようなことが考えられるんじゃ

ないかと思っております。つまり、梨郷道路では、竹原地区に、インターのところに工業団地

を造っております。また、置賜病院のインターチェンジには、メディカルタウン構想というの

があります。それから、添川バイパスとの梨郷道路の接合地点、あそこにはヤマキ地区という

のがあるはずなんですが、そこに工業団地を造るというような話があるということも聞いてお

ります。そうなれば、添川、手ノ子のみならず、豊原地区においても少なからぬ影響はあるん

だろうなと思われておるんですけれども、こういったことについてはいかがお考えでしょうか。 
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（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  大変広い見地で、この当面の113号の高規格化が本町を通過した場合の影響について、いろ

いろとご質問ございました。おっしゃることも当然あろうかというふうに思っております。 

  様々な要望活動の折には、そうしたことにならないような手だては何かないものか、しかも

本町は日本で最も美しい村に加盟する景観重視の町でありますので、東山、眺山一帯のあの美

しい景観が高規格化によって分断され見えなくなるということにならない何か手法はないもの

ですかというふうな話を、何度も国土交通省、東北、山形、それぞれの所管課への要望で行っ

ているところでございます。明確なお答えというものはもちろんないわけであります。しかし、

やっぱり考えられるのは、景観の町として、いわゆる道路の高さを、高いところに建てる、造

成するということではなくて、現状を維持して、交差する川西線、米沢線のそれぞれのものに

ついてはアンダーパスで行くということももちろんあるんだと思います。それが、費用の関係

もあって可能かどうかは分かりませんけれども、できるだけそうした景観を損なわないだけの

対策を、この道路については対応しなければいけないのではないかというふうに考えていると

ころでございますし、折に触れてそんな話をしているところであります。 

  もう既に、先ほどご指摘のとおり梨郷道路は今年中に開通見込みにですし、287号の整備も

物すごいスピードで現在進められておりますので、皆様ご覧のとおりジャンクションは病院の

ちょっと東側に、交差する場所が今建設中ということですから、かなり高規格道路のそれぞれ

の縦軸横軸の形は大きく変わってくるなというふうに思われます。 

  そうしたことを踏まえつつ、飯豊が、今お話しのように、そのことによって好影響を享受す

るのではなくて逆にストロー現象で吸引されてしまう、取り残されてしまうというようなこと

がないようにしなければいけないということも、非常に緊急な課題だと思っております。 

  それにはどうするか。もちろん、今言った地域を分断するような形に道路を造らないという

ことが１つ。景観をしっかりと守っていくということが２つ目。そして、その道路が地域の、

飯豊の発展にしっかりと貢献できる道路にしていくというためには、やっぱりこういう時代で

すので、しっかりと逆ストローというものを呼び起こすには種をまかなきゃいけないし、吸い

たくなるような、周辺の自治体からしても、日本全国から飯豊に行ってみたい、このすばらし

いものを吸い込みたいと、こういうものをつくっていかなければいけない。それは、後ろ向き

であってはいけないと思いますので、ぜひその際にはこれまでまいた種、電池バレーについて
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も、新産業の政策についても、大学の開学についても、こうしたことを高速交通網の完成後に

も決してストローにならないだけの種をまくということを進めてきたつもりでありますので、

それは何ら方針転換をすることなく実現し、その効果が上がるように対応を進めていくという

ことに尽きるのかなと思います。 

  そのストロー現象で消滅した集落はこの周辺にたくさんありますので、その轍は踏まないだ

けの準備をしっかりとした上で道は整備されなければいけないというのは、町の道路計画の基

本、一丁目一番地であります。いろいろと、足らないところは皆さんにご指導、ご指摘いただ

きたいと思っております。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  ご答弁ありがとうございます。 

  これは、今すぐどうのこうのというようなことを言っているつもりはございません。ただ、

ＳＤＧｓといいますか、持続可能な将来にわたる飯豊町という在り方を考えた場合、やはり基

本的な、こうなったらこういう対応、ここにインターができるんであれば、先ほども様々飯豊

の特産の品物を販売確保するような施設であるとかそういったものを造るとか、もろもろの

様々なアイデアがいっぱいあるんじゃないかなと考えられます。ただ単に車の通過点としては

ならないんじゃないかなと思っています。特に手ノ子地区には限りませんけども、手ノ子は宇

津峠、十三峠の麓の宿場町ということで鉄道ができるまでは栄えてきました。ところが、鉄道

の開通はたしか昭和８年ですかね、６年ですかね、その頃だったと思うんですが、それによっ

て劇的にまず第一回、変化を遂げております。さらに、東京オリンピック昭和39年ですかね、

あのときの催物に併せて道路改良して、宇津トンネルを掘って整備されたと。その段階でまた

変わってきております。今度は、この事業がいずれは、それはすぐなると、計画路線で上がっ

ておったとしても、いずれはなることは間違いないと思うんで、なったときに、やはり人口減

少というか集落の消滅ということが、私たち見ておりますんで、やはりそれは避けるというか、

それはその方の自由ですから何とも言えませんけれども、飯豊町が本当に、先ほど申し上げま

したように持続可能で20年先、30年先、50年先ずっとあり続けるためにはどうやったらいいの

かなと、やはりインフラというのが大きい部分を占めていると思いますんで、町長のおっしゃ

られたそういったもろもろの対策、飯豊には未来研究所もありますんで、そういった先生方の

お知恵、お力をお借りして対策を練っておくと。またその対策が当たるか外れるかは別にして、
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一応そういうものを準備しておくということが必要じゃないかなというふうに考えるところな

んですけども再度お聞きしたいと思います。いかがなもんでしょうか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  大変難しいご提案であります。しかし、非常に重要な内容を含んでいると。濃い塩水と薄い

塩水をフィルターを通じて一緒に並べると、濃い水のほうに薄い水が流れます。そして、水は

均一化すると。こういう化学現象、物理現象がありますが、社会もまたやはりそのようなこと

はあるでしょう。非常に人が数多く住んで、いろいろな情報や文化が花開いている地域と、な

かなかそうしたことがうまくいっていない地域と、一緒にやはり道路でつなげば、どうしても

今までは社会の熟度が高まっているところに人は流れるし、若者もそこに憧れる。それは今ま

での流れとして、確実に着実に、厳然たるの事実としてある。その結果やはり人口減少や過疎

の問題も生まれたということなんだと思います、概括すれば。しかし、ＳＤＧｓというお話が

ございました。それで、持続可能になるかというとそうではないということにようやくみんな

気づき始めた。決して人口が多いからいいということではない。それで、自然が守られて過ご

しやすいかというと、何度もどっかで話しましたように、高層のマンションから地下鉄に降り

ていって真っ暗な中を走って丸の内のビル街に飛び出して働き、また、ウオーターフロントと

いえども高層ビルの中で暮らす、こういう生活が本当に人間の生活なんだろうかと思って飯豊

町に移住したっていう人たちが何人かおられます。それは、今、舟山議員がご指摘されるもの

にしっかりと通じる。水があって、川があって、山があって、土とともに生活があったかつて

の農村のほうが、実は豊かだったのではないかと。それを、しっかりとやはりこれからの新し

い社会、自然とともにある環境重視型のライフスタイルというものをしっかりと構築をして、

それを情報発信をして多くの人にその魅力を味わっていただくような対応をしなければいけな

い。今、どんどんと都市に人口が行くからといって、道路を開通しなければ、むしろ逆に、も

う取り残されたものになる。そうではなくて、しっかりと道を切り開いて、多くの人たちが交

流して来ていただけるような環境をつくって、逆ストロー現象を起こすと。こういう気概が必

要なのではないか。そのためには、やはり農村の新しい文化というものに着目している農村未

来研究町に集まっている多くの若者や研究者、マスコミの皆さんなどとともに、やはりこの飯

豊町がいかに可能性に輝く町であるかということにするかしないかは、まさに今、分水嶺、

我々の肩にかかっているなと、腕にかかっているなと、こういうふうに思いますので、おっし
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ゃられるご指摘は全く正しいし、そのことを肝に銘じて今後道を切り開いていかなくてはいけ

ない。道を切り開くことによって、寂れる町にしてはいけないと、このように思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  ぜひそういった方向で、町の将来を見据えて頑張っていっていただきたいと思います。 

  次に、２点目に移ります。 

  もろもろの施策がいっぱい執り行われておるということでございます。何か、そのことを正

直言って私らも分からないことが結構あります。プライバシーの関係もあるんでしょうけども、

町民の方により深く広く周知することがとっても大事じゃないかなと考えておりますんで、そ

の点は今後どのようにされるべきなのか。どのようにお考えなのかお尋ねしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  独り暮らしの高齢者のための様々なサービスということですよね、についてどういうふうに

周知をしていくかということについて、いろいろやっておりますものの、まだまだやはり十分

でないところがあるのかもしれません。そのようなことについては、所管課が連日対応してお

りますので、現状を紹介させていただきたいというふうに思いますので健康福祉課長からお答

えさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  伊藤健康福祉課長。 

（健康福祉課長(兼)地域包括支援センター所長 伊藤満世子君） 

  ただいまの舟山議員の再質問にお答えします。 

  先ほど、町長のほうからも答弁ありましたように、現在独り暮らしの高齢者の安否確認につ

いては、安心生きがい訪問事業、それから緊急通報システム、見守り配食サービス、お出かけ

見守り登録、ひまわりサービスなど、町のほうで見守りサービスを行っておるところでござい

ます。 

  こちらのほうの周知につきましては、対象者の方にチラシ等を配布したり、行っております

が、なかなか認知が進んでいる方などには通知などでは難しいというようなこともありまして、

民生児童委員の方々や地域の方々にも、それからあと窓口に相談に来た際に、そういったご案
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内をさせていただいているところであります。 

  また、見守りサービスにつきましては、町で行っている事業のほかにも地域の方々、先ほど

お話ししました民生児童委員の方々や新聞配達の方、それから生協の方など、様々な方にも見

守りをいただいているところです。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  遠くの親戚より近くの他人という言葉があります。結構、周囲で多くの方が関わりを持って

心配されているという方もいらっしゃるわけです。どうかそういった方々にも、通知を必要と

される方ということで、今後よりよく周知などを行っていただきたいと考えているところです。 

  ３点目に移ります。 

  昨年の水害のときの状況というのは、まだ総括、どのようにされているのか分かりませんけ

れど、結構混乱した状態がいっぱいありました。防災ラジオというのがどのように活用された

んだろうということが、かなり、せっかくお金をかけて設置したわけですからベストの状態で

活用されるべきと考えておるんですが、なかなかそれがうまくいかなかったんではないかなと

も考えております。先ほどのご答弁の中では、業者に一応調査をお願いしたということであり

ますけれど、やはりこれは当時の町民へのアンケートっていうものを取るべきではないかなと。

それによって、業者任せとは言いませんけれど、その実態をつかんで実態に即した対応という

ものをやっていくことも必要ではないかなと考えるんですが、この点についてどのようにお考

えでしょうか。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  これも、我々も反省しなければいけない類いのご指摘だと思います。確かに、緊急な、昼過

ぎから集中的な豪雨があって、さてどうなるんだろうという状況の中で、はいラジオの前に座

って状況を聞きましょうかという人は決して多くはなかったと。それは反省しなければいけな

いと思っております。テレビをつけるっていうのは習慣化しておりますから、そういうことが

あって、テレビのデータ放送を聞くということがあっても、なかなか災害発生時のコミュニテ

ィーＦＭの前に座るということはまだまだ現実化しておりませんし、情報発信する側にとって
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も、リアルに大事件の現場放送のようにリポーターが飯豊町の災害対策本部の現場におられて、

随時町の対策を報道する、ラジオでですよ、そういう形にはまだまだ熟成していない、そこま

でに至っていないという反省がございます。それは、受信できるラジオであるかできないラジ

オであるかということの前に、やはり発生し現在進行形の災害状況について対応を、みんなが

ラジオを聞いてそのことで対応するということまでは熟成していなかったということは、しっ

かりとやっぱり反省しなければいけない。それに代わるものは何かというと携帯電話であった

り、ＬＩＮＥによるいわゆる総合連絡だったりということかなというふうなことまでは対策と

して出ておりますし、おらんだラジオ当局にもぜひああいう事態では特枠で、随時スタジオを

災害現場に置いて状況を流せるようなふうにすることを何とかできないかということをお話を

申し上げましたし、町の災害防災担当もそのことについてはいろいろと検討中だというふうに

思っております。 

  なお、さらに詳しく現状を、アンケート実施のことも含めて、総務課長から報告させていた

だきたい、答弁させていただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  安部総務課長。 

（総務課長 安部信弘君） 

  舟山議員のご質問にお答えをいたします。 

  ８月の豪雨の際のラジオの活用というようなところでございますけれども、ラジオの番組の

中でパーソナリティーの方にいろいろと飯豊町の情報なども伝えてはいただいたところではご

ざいますけれども、町役場のほうからプッシュ型で緊急放送を入れるというところが、なかな

かそこには至らなかったというような反省が今回一番大きな反省点だったなと思っております。

それを使いますと自動起動して状況をお伝えするなり、避難を呼びかけるというようなところ

があるわけですけれども、そこの活用についてはやはりばたばたしてしまったというようなと

ころもあって、課題が残ったと思っております。 

  また、おらんだラジオの方とは、その後緊急時の情報の流し方などについて打合せなども行

いながら、今後よりよい対応ができるように打合せなどを行っているというような状況でござ

います。 

  また、先ほど町長の答弁のほうからありました業者の方での調査でございますけれども、こ

ちらについてはやはり昨年度についてもなかなか入りにくい地区があるということがあって、

実際にラジオを持って業者の方に回っていただいて、入るか入らないかという調査をしていた
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だいたりしたんですけども、なかなかそれだけでは数値化ができないということで、感度がど

のくらいであるかというふうな今回は数値化するという調査を行って、この地区についてはや

はり入りが悪いとか、ここは電波状況としてはよいとか、そういったことを今回調査としては

行ったというような状況でございます。その状況を踏まえながら、今後の対策というようなこ

とを取っていきたいと思っております。 

  ただし、フィーダーアンテナの配布なども行いましたけれども、電波のよいところでも建物

によっては窓際しか入らないとか、建物の真ん中くらいだと入らないとか、そういったいろい

ろな課題もございます。また電波の入るところに置いた場合に、そこには人が常にはいない場

所だったりとかそういった課題などもあって、それぞれ配置の方法であったり、そういった工

夫も皆さんに呼びかけをするということも必要ではないかと考えております。 

  また、やはりおらんだラジオについては一つのツールでございますので、町長の答弁にもあ

りましたがＬＩＮＥの活用でありましたり、防災メール、いろいろな手段を使ってお知らせす

るというような方法を講じていくというようなところ、あとはそれにいかに登録していただく

かというところも課題としては大きくあるなということを感じております。それについては、

事あるごとに周知といいますか、お知らせをさせていただいておりますが、じゃあそれで劇的

に災害を経て登録者数が増えたかというと、なかなかそこも進んでいないというような状況で

ございます。 

  あと、アンケートの関係についてでございますが、全戸アンケートとかというのは現在のと

ころは行っていないというところがございまして、入りの悪いところについてはいろいろ情報

を寄せていただいて、それに個々に対応しているというような状況であります。 

  また今回、町と飯豊農村未来研究所のほうで、これ自主防災組織や自治組織対象でございま

すが、今回の災害に当たってのアンケート調査を実施しております。そうした中でもどういっ

たツールを使って情報を取っているかなどについて調査をさせていただいておりますというこ

とでご報告をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  町長の答弁の中にもありましたけれど、災害のときにラジオの前に座るというそういう習慣

づけがないということ、これ全くそのとおりだと思います。防災訓練のときに、町で年に１回
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やっているはずなんですが、去年もやりましたよね、やはりそのときに防災ラジオで流すとか、

そういうラジオの活用の仕方っていうものを習慣づけると、何かあったときラジオの前に習慣

づけるということも一つ考えておくべきじゃないかなということも思います。 

  それとまた別に、課長がおっしゃったように、これが一つのツールとなった場合、別の方法

もあるということも、やはり検討してみるべき余地があるんじゃないかなと思うんです。防災

無線といいますかね、スピーカーの設置ですよね。スピーカーで大音量で流すということです。

多分、その大音量で流したとしても内容は聞き分けられなくても、何か緊急事態が起こってい

るなという、そういう意識づけっていうものはできるんじゃないかなと思うんです。ですから、

そういったスピーカー、各公民館単位でもいいかもしれません、あるいはここが一番有効な場

所だということであれば、各地区で選定してもらって候補地としてそこに設けるとか、お金も

かかりますけれども、そういったことも考えておくべきじゃないかなと思うんです。あのよう

な災害は二度と来てほしくはありません。だけど、近年の状況を見ますと何とも言えないよう

なことが続いております。ですから、幸いに人命ということに関しては、今回お気の毒にお一

人の方がまだ不明というような状況になっておりますけれど、また今後起きた場合に二度とそ

のようなことは起こさせないというようなことも必要だと思いますんで、防災無線というか、

また別のツールということについてはどのようにお考えか。お尋ねしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  その件につきましては、スタート時点でちょっと県と町と論争がありまして、双方向のラッ

パ型の防災緊急放送をつけるべきだと、当初は県側の主張でございました。しかし、飯豊町の

主張としては、とてもこの広域の300平方キロを超える地域をあのラッパで周知することは無

理だと。そして災害時の、いわゆる大雨、豪雨の中の音は、とにかく今の住宅には届かないだ

ろうということでラジオだということで、ラジオを選択して今日に至っているという状況であ

ります。なので、またラッパに戻るということがあるかどうかですが、集落の密集地あるいは

津波なんかで大変な大損壊を受けた浜辺の密集地などについては、同方向のラッパ型の緊急放

送は非常に効果的かと思いますが、このやはり散居村のようなところにどうかというふうな不

安ももちろんございます。 

  今回の反省から、しからば、どのような情報伝達方法があるのかということだと思います。

本来、コミュニティーＦＭというのは安否確認なんですね。大災害が起きたときに、家族がば
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らばらになってどこにいるか分からないっていうところで、コミュニティー放送が大活躍をし

たというそうした経験から、我々もこれかなと思って立ち上がったということがございますの

で。それでもなかなか難しいということを、しっかりとサポートする、セーフティーネット、

情報通信、何なんだろうと。今のところでは携帯かなというふうなことでございます。いずれ、

このことについては、より確実性の高い集落内への伝達網であるとか、自主防災の横の連携で

あるとか、まだまだ私たちが今知り得ない何らかの方法があろうかと思いますので、勉強して、

同時進行で、災害の発生、進行と同時に対応できるような防災情報伝達方式は何かということ

を考えてみる必要がある。今回一番大変だなと思ったのは、どっかに何かタイムラインで、１

時間前にこういう状況があるなら確実に１時間後にはこうなるというふうなことの対応しかし

てきませんでした。それが、何と局地的にこの地で一挙にバケツをひっくり返したような雨が

降ると。そのとき、山が崩れ、家屋が流されるときにどんな情報伝達方法があるのだろうとい

うことについては、我々もちょっと無防備だったなと。そういうことがあるということが分か

りましたので、これから重要な対策を講じていかなければいけないと思います。できるだけ高

台に生活するとかいろいろあるかと思いますが、何かいいアイデアがあったら、ぜひ教えてい

ただきたいなと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ３番 舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

  米坂線ができて多分100年近くなると思うんですが、それ、今までもってきた鉄道でさえず

たずたになる。それだけの大変な大雨だったということは言えるわけです。とんでもない雨で

ありました。数値での比較云々じゃなくて、現地での肌身で感じたところの実感であると思い

ます。 

  本当に、来ないことを願ったって来るものは来るわけで、どうなるか分からないというのが

現状だと思うんです。ただ、そのときに最良の方法を考えておくと。少なくとも、人命に関わ

るようなことは絶対にないようにしなきゃならないというふうに思いますんで、なお改めて、

様々な制約もあろうかと思いますけれど、検討の余地があるんであれば様々なことを検討して

いただきたいというふうに考えるところです。 

  以上をもちまして、時間も10分ぐらい早いわけですけど、これで私の質問を終えさせていた

だきます。 

（議長 菅野富士雄君） 
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  以上で、３番 舟山政男君の一般質問は終わりました。 

  次に、２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  ２番 屋嶋雅一です。 

  昨日、県内の幾つかの高校で卒業式が行われたようです。久しぶりに、マスクを外して合唱

する生徒の姿を見ることができました。町内の小中学校でも、３年ぶりに卒業式に呼んでいた

だき、子供たちの晴れの姿が見ることができる、この喜びで今は楽しみにしています。 

  今年はようやく今までの生活に近づけていけるようなそんな気がしています。ただ、今は全

てのものが高騰しています。それも落ち着き、戦争も終わりを迎え、今年は平穏な日常を取り

戻せることを期待し、願っています。 

  それでは私から、昨年の８月３日の豪雨災害から見えた課題をこれからどう解決し、次に備

えて行くかということについて質問したいと思います。 

  また、２つ目については、女性との懇談会から、今、農業従事者が求めていること、その対

応、そして子育て世代の経済的負担が多いことについての対応について質問していきたいと思

います。 

  昨年８月３日に発生した集中豪雨による大災害から半年が過ぎました。この間、多くの方々

のご尽力により少しずつ復旧が進んでいます。しかしながら、河川などの本格的な復旧は長期

的にかかります。近年の異常気象を考えれば、復旧の間に同じような、いやそれ以上の災害が

発生することを想定しておかなければなりません。昨年の大災害で課題となったことを、雪解

けが進む時期となった今、早急に対応が必要であると捉え、今回の質問にしていきたいと思い

ます。 

  まず１つ目の質問は、災害時の備蓄品についてです。 

  今まで私の一般質問で２回ほど備蓄品についての一般質問をしてきました。私から、備蓄品

は一時避難所にも必要ではないかとの質問に対し、当初は自主防災組織で備蓄品を準備できる

ように支援するとのことでしたが実際実施されておらず、２回目に質問した答弁では、避難所

が開設された場合、町が一元的に管理している備蓄品を必要に応じ避難所に届ける方式を取り

たいとのことでした。しかし、今回の災害により開設した避難所へすぐに備蓄品を届けること

ができませんでした。 

  この経験から、個人的には自宅から持ち出せない水や毛布、衛生用品など備蓄品を一時避難

所に保管しておく必要があると思います。それについて町長はどうお考えがあるか、お伺いし
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たいと思います。 

  次に、２つ目の質問は、自主防災組織についてです。 

  今回の災害で、自主防災組織がうまく機能できなかったという問題から、昨年12月に自主防

災組織や関係機関を対象とした防災研修会を開催されました。内容的に大変よかったと思いま

すが、その後の各自主防災組織で具体的にまとめ上げ、実際に活用できるようにすることが最

も大切なことだと思っています。各地域の想定される災害や避難経路、支援が必要とする人の

把握、役割分担など、事細かに事前にシミュレーションしながら、自助、互助、共助ができる

ようにしておくことです。 

  そこで質問になりますが、そのためには行政において現状を把握し、シミュレーションに至

るまでの助言がなければ難しいと思いますので、その体制づくりができないかお伺いいたしま

す。 

  次に３つ目の質問になりますが、大災害の影響で地盤が緩み森林の土砂崩れが発生しそうな

場所を想定し立入禁止としたり、河川の外水氾濫しそうな場所を想定しその周辺に土のうを準

備しておくなど、考えられる災害に対して備えておく必要があると思いますが、町長のお考え

をお伺いいたします。全ての対応は難しいと思いますが、なるべく人災につながることは必ず

未然に防ぐように、対応が必要だと思います。 

  次に、１月に実施した女性との懇談会で話題になったことから質問していきたいと思います。 

  １つ目は、農業従事者への情報交換や技術指導の場が少ないということです。特に、新規就

農者の方は就農目的として移住されたこともあり、日々新しい情報や新しい作物、そして技術

などを習得したいと思っています。 

  このように、行政からの日々の情報や技術指導の場の設定など、バックアップ体制の強化を

図ることが必要だと思いますが、町長のお考えをお伺いいたします。また、女性農業従事者へ

のセミナーや研修会などの情報がなかなか届かない現状もあるようです。これについてもお伺

いいたします。 

  ２つ目の質問は、教育長にお伺いいたします。 

  子育て世代の方々は、経済的負担が多いと感じられているようです。その負担の中で、教育

課程で使用するもので経済的負担と感じていることについて質問したいと思います。 

  子供は成長が早く、特にスキー道具を中学校までに２回から３回買い換えないといけないと

なっているのが大きく負担になっているようです。以前は、学校でリサイクル活動を行い、こ

うした負担を少しでも少なくする目的で実施されていました。ほかにも、運動着や自転車、書
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道の道具、辞典などもリサイクルされ好評でした。そうしたリサイクル活動は、子育て世代の

経済的負担の軽減となり大切なことと思いますが、コミュニティースクールなど、学校で、あ

らゆる場で検討し実施できないか、お伺いいたします。 

  また、スキー道具についてはスポーツ店でレンタルを行っているようですが、少子化が進ん

でいる現状や、学校でしかスキーをしないという子供が増えている現状から、スキー授業の在

り方自体検討が必要になってきていると思うのですが、どう思われるかお伺いいたします。 

  以上、私から壇上の質問となります。お願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、屋嶋議員から２点に絞ってご質問がございました。 

  初めに、第１点目の豪雨災害から見えた課題と備えについて、ご質問がございましたのでお

答えいたします。 

  まず、１つ目として、災害時の備蓄品についてご質問いただきました。 

  令和４年８月の豪雨の際には、予測を超える椿地区の浸水があり、備蓄品を収納している飯

豊町社会福祉協議会の東側倉庫にたどり着くことができませんでした。各避難所に毛布等の物

資を届けることができましたのは、何と夜の10時を過ぎてからだったということについては、

このたびの災害における大きな反省点であったと認識しております。 

  それを改善すべく、指定緊急避難場所及び指定避難所に指定している各地区公民館の職員か

ら、令和４年８月豪雨の際の避難所運営に際し、あのとき必要だったものは何か、あるとよか

った備蓄物資は何かという生の声を聞き取りをいたしました。現在、毛布や水などの必要な備

蓄物資を順次配備しているところでございます。 

  ２つ目といたしまして、自主防災組織への助言の体制づくりに関するご質問をいただきまし

た。自主防災組織の活性化に向けて、県が主催します自主防災組織向け研修会への参加の案内

を随時行っているほか、組織におけるリーダー育成事業として防災士の資格取得に係る経費の

補助を実施しております。 

  町内で32組織ある自主防災組織では、それぞれの組織で連携を図ることができるよう、自主

防災組織連絡協議会を通じて防災研修会を実施しながら、地域内の危険箇所や避難行動要支援

者を把握してマップに落とし込む防災マップづくりを提唱しております。 

  また、防災意識の向上を図るために実施しております防災担当職員による出前講座は、令和
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４年度中に７つの組織及び団体で実施しております。 

  今後は、自主防災組織と組織のリーダーとなる防災士、そして町が連携を図りながら、次の

災害に対する備えを共有してまいりたいと思います。 

  ３つ目として、災害に対する備えに関する質問をいただきました。 

  土砂崩れの危険性がある場所につきましては、土砂災害警戒区域として県が指定し、ハザー

ドマップに記載しております。特に警戒が必要な特別警戒区域につきましては、立入り禁止と

まではならないものの、新たに住居などの建築物を建てることには制限が設けられております。

また、水害に備えた土のうにつきましては、町内５か所に200袋ずつ配備しており、最近では、

自主防災組織で土のうを整備している組織を確認しております。 

  いずれにしましても、人災につながるような災害への対応は万全にする必要があります。今

まで想定していなかったような災害を令和４年８月に経験いたしました。その教訓を経て、あ

らゆる場面を想定しながら、河川・橋梁等の強靱化対策や、水位計・降雨計の設置と防災シミ

ュレーション、情報伝達の確実性の確保、最上川流域治水への支流河川の追加など、できる限

りの備えを今後講じていきたいと考えております。 

  次に、２点目、農業従事者との情報交換や指導技術についてお答えいたします。 

  近年の農業情勢は、加速する農業従事者の高齢化や深刻な担い手不足によるスマート農業の

導入や、持続的な農業として脱炭素化・環境負荷低減の取組など、営農の継続にはますます農

業技術力の向上、経営力の強化の必要性が高まっております。 

  それらに対応していくためには、情報の収集や研修会等への参加が今後不可欠となってまい

ります。特に、ここ数年はコロナ禍であらゆるイベントや研修会が中止になるなど、情報公開

や技術指導の場に参加する機会が奪われてきました。 

  そのような中で、本町では昨年11月に認定農業者協議会による農業経営に関する研修会「イ

ンボイス制度及び電子帳簿保存法研修会」、12月には「女性農業者等交流会」を開催したとこ

ろでございます。今後も、農業従事者に向け、特に新規就農者や女性への研修会及び交流会を

開催し、ご意見やご要望をお聞きする機会を設けて、いつでも相談できる、相談しやすい体制

づくりに努めていきたいと考えております。 

  技術指導については、西置賜農業技術普及課やＪＡおきたま等と連携し、県や各農業団体主

催の研修会やセミナーも活用してまいります。 

  情報発信につきましては、町広報やホームページ、ＬＩＮＥ等を活用するなど、様々な側面

から情報の提供を行ってまいります。 
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  ２つ目の、子育て世代の経済的負担への対応については、熊野教育長から答弁していただき、

私からは以上とさせていただきたいと存じます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  ２つ目の、子育て世代の経済的負担への対応について、私のほうからお答え申し上げます。 

  子育て世代の方々が教育課程で使用するもので、特にスキー用品の買換えが経済的負担であ

るということについては十分に理解できるものでございます。教育委員会では、経済的な理由

により就学が困難な子供たちの保護者に対しまして、就学援助制度の中で小学校１年生と４年

生、中学校１年生を対象学年としてスキー用品購入についての支援を行っております。 

  また、スキー用品を含め運動着や自転車、習字道具などのリサイクル活動につきましては、

現に、添川小学校でＰＴＡが中心となり、卒業生のリユース可能な運動着を下級生に譲り受け

るという仕組みがあり、このような保護者間での取組が最も円滑に、欲しい人と提供できる人

とのマッチングを可能にする仕組みではないかと考えます。ぜひ、ＰＴＡ活動の中からこのよ

うな取組が広がることを期待したいと思います。なお、スキー用品につきましては、過去に学

校で家庭に呼びかけ、使わなくなったスキーを提供していただき、リユースしたことがござい

ました。しかし、サイズのマッチングの難しさなどで、集まった台数の割に希望者が少なかっ

たこと、それで最終的に処分に困り、逆に学校の負担になったということもございました。 

  最後に、スキー授業の在り方自体、検討が必要でないかというご意見につきましては、本町

の特色ある教育という観点から、雪国に育ち、手ノ子スキー場という地域資源が間近にある飯

豊の子供たちにとって、スキーはできる限り体験させたい授業でございます。スキーを通した

体力づくりはもちろんのこと、ウインタースポーツを楽しめる郷土の魅力を子供たちに感じて

もらいたいという願いもございます。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  ご答弁ありがとうございます。 

  最近、気温も本当に高い日が続いてきています。雪解けが本当に大分進んできています。こ

うした融雪によって、河川の増水が本当に考えられ、また見た目では、先ほどもお話しさせて
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いただいたんですが、見た目では大丈夫な森林の地盤なんかも緩みがあって、これから新たに

崩れるなどということも考えられます。またそこに大雨が降ったりしたら、本当に心配なこと

です。災害の備えは非常に大切ですので、行政としても既に進めていることもたくさんあると

いうことでしたので、今回は確認も踏まえながら質問させていただきたいと思います。また、

先に２名の方がこういった災害についてのお話もされておりましたので、なるべく重ならない

ような形で再質をしていきたいと考えています。 

  それでは、再質になりますけども、初めに備蓄品についての答弁いただきました。各地区公

民館の職員の方から聞き取りなどをされていて、既に避難所への備蓄を進めているというご答

弁をいただきました。そこにつきましては本当に非常に安心しているところです。ただ、本当

に必要最低限の物資の保管になるのではないのかなと思っています。また、その災害の状況に

よっては、現在の避難場所じゃなく、その災害によって新たに避難場所を設定するとかそうい

ったことも生じてくる可能性があるということも考えられます。それを考えれば、物資の運搬、

そういったことについては、やはり必要になってくる手段なのかなというふうに思いますので、

そこで再質問をさせていただきますが、各地区の郵便局との提携により、ある程度物資の保管

を郵便局の空きスペースに事前に置いておいて、郵便局からも災害が発生したらその避難場所

に届けていただくような、そんな仕組みづくりができないかというような点です。また、避難

が必要となったときに、要支援者の方を郵便局の車でその避難所まで連れて来ていただけるよ

うな、そういったことの支援なども併せてできないものか。郵便局と行政との連携、そういっ

たことを図れないかということについてお伺いしたいと思います。現在、国のほうでも郵便局

との物資についての保管と運搬については進めているような方向、検討しているというような

方向もあります。それより踏み込んだ内容にはなりますが、どうお考えになるかお聞きしたい

と思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  屋嶋議員のご質問にお答えいたします、再質問。 

  これからの融雪期にどのような対応が必要かということについては、我々も一定の緊張感を

持ってしっかりと定点観測をし、対応していかなきゃいけない。考えていた以上に土砂が流入

する河川もあるというふうに考えなきゃいけませんし、これについては、随時、これからであ

りますので、しっかりと体制を組んでいきたいと、河川対応の部署に打合せをして対応してい
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きたいと思います。 

  あと、緊急時の物資については、屋嶋議員からこれまで何度も本当に大丈夫かというご質問

をいただいて、こんなことはちょっと想定外だったもんですから、今のところ大丈夫だという

ことで、飯豊のように比較的人口密度の低いところは１か所で十分だろうというふうなことか

ら、ちょっと甘い見通しだったかもしれませんが、社会福祉協議会の倉庫に保管をしていたと

ころでございます。しかし、そこにもたどり着けなかった。もっとも、大きな浸水区域になっ

てしまった、そこが、ということでありますので、今後は郵便局辺りや、準公共的な場所との

連携が可能なのではないか、確かにそういうこともあろうかと思います。かつて、東日本大震

災のときには、こうした大きな被災地となったところは、立派な倉庫を建ててそこに一極集中

をして、我々も見学に行ったりしたところもございますし、場所によってはこれほどまでのも

のが必要なのかと思うほど完璧に様々な救援物資、被災生活の必要な物資を倉庫に保管してい

るところなども見学させていただきましたが、まさかそのことが我々が直接経験しようとは、

そのときは考えもしませんでした。津波だからこういうことになるんだべなと思っておりまし

たが、津波以上の山津波が本町に襲ったということでありますので、これは考えていかなきゃ

いけないということでございます。 

  なお、郵便局との連携については様々な打合せをしている部署がございますので、これは総

務課長のほうから答弁させていただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  安部総務課長。 

（総務課長 安部信弘君） 

  屋嶋議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、郵便局とは連携協定ということで、例えば郵便配達時に道路の破損箇所がないかとか、

そういったところで連携をしておりまして、局のほうからは都度都度ご連絡をいただいて、道

路の保全でありますとかそういったものについては情報をいただいているというような状況で

ございます。 

  なお、屋嶋議員からご案内ありました郵便局に避難物資、備蓄品というふうなところについ

ては、まだそういった話合いというのは行っておりませんので、今後そういった可能性がある

のかどうかを含めまして、情報を仕入れるなり協議をするなりということで進めてまいりたい

というふうに考えております。 

  以上です。 
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（議長 菅野富士雄君） 

  髙橋副町長。 

（副町長 髙橋弘之君） 

  郵便局の災害物資の備蓄という部分につきましては、今年の１月に政府が郵便局のほうにこ

ういった備蓄品を、水、食料、寝具、こういった物を備蓄を行って、災害が発生したときは郵

便局の車で各避難所のほうへ配送するということを検討するようにというようなことが指示が

出されたところでございます。特に、過疎地域の部分についてこの郵便局のシステムを活用し

ながらそういう部分に対応するようにということがありますので、今後郵便局のほうと含めて

話合いをさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  その郵便局につきましては、ぜひ進めていただきたいなと思います。これはなぜかというと、

今回も本当に経験したと思いますが、このぐらいの大災害になれば職員の方はやはり各持ち場

のことで精いっぱいになると思います。確かに、避難所を開設する方は避難所のほうに出向く

ということはありますけども、それ以外のことの物資も必要になってきますので、本当にこう

いった物資っていうのをなかなか、第三者的なところからも運搬していただけるようなことが

必要なではないかなと思ってご提案させていただいた内容ですので、ぜひ前向きな形で進めて

いただきたいと思います。 

  それでは、次のほうに移らせていただきます。次に、自主防災組織についてです。 

  町長の答弁から、様々な関係機関で行う研修会の参加の呼びかけや、職員による出前講座等、

大切なことですのでこのまま継続いただきたいと思います。ただ、参加率を上げる工夫をしな

がら進めていただきたいと思います。また、地域内の危険箇所や、特に大事なことであります

避難行動要支援者を把握してそれをマップに落とし込む防災マップづくりを提唱しているとい

うことですので、町内32ある組織全てが実用できるまでの支援をお願いしたいと思います。 

  ただ、これもただになります、昨年の災害のときに各組織や部落長からお伺いした内容です。

避難経路が時間を追うごとに変わってしまうと。先ほどは通れていたところが数分したら通れ

なくなる、そんな現状があったと。また、今自分がいる場所は大丈夫だけども、この先の場所

は大丈夫なのか全く分からないと。どちらの方向に行っていいのか、避難場所大丈夫なのか、



６１ 

そういうことすら分からない状況にあったというような声がありました。また、やはり救助と

か、各高齢者の方に避難を呼びかけようとしても、どこへ行け、どちらに行けということも、

なかなか人命に関わるような状況下におって自分で判断はなかなかできなかったと。どこまで

私できるのかということから、行動ができないというようなことがあったようです。そういっ

たことから自主防災もなかなか機能ができないという一つの要因にもなっていると思いますの

で、この辺、やはりその行動パターンの中で一つ大切なことが、その各組織と町、その現場で

の連絡ツール、先ほども出ましたが、それがやはり必要だと。お互いに、今現状ここはこうな

っていると、今どこに開設していると、常に連絡できる方法が必要だと思っています。その一

つの手段として、先ほども何かないかって話出たんですが、私一つ持ってきているんですけど

も、トランシーバーを使うという手があります。今現在トランシーバーもデジタル簡易業務無

線機となりますと資格は要らなかったと思います。ただ、５キロぐらい飛ぶということで、最

近のトランシーバーについては水に落としても大丈夫、そういった豪雨でも聞き取りやすいと

いうような物もありますし、それを常に利用してでは大変だと思うんですが、本当にそういっ

たときの連絡必要なときには、すぐ、そういった連絡ツールという形の手段ができないものか

なと思っていました。そういったことの準備というのは、私なりに本当に必要なのかなと思い

ますので、その点について町長からどう思われるかお伺いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  なるほどトランシーバー。トランシーバーにつきましては、各消防分団に幹部を中心に配備

しております。しかしそれは、火災発生時の隊の業務について、情報をしっかりと共有してか

かるというふうなことの用途であり、一部水防訓練でも使うそうでありますので、そうしたこ

とを、今回の水害の実態を把握して、トランシーバーの活用を、消防だけではなくて自主防災

や集落へも配置っていうことがあるかもしれません。それは改めて検討させていただきたいも

のだというふうに思っております。 

  どれだけ緊急だったかということについては、何度も申し上げたと思いますが、18時15分に

命を守る最高レベルの警報を町本部として出しましたときに、同時に健康福祉課長から大変な

ことになっていると。ほぼ同時です、水が入ってきたと、何とかしてくれとこういう悲鳴に近

いものでありました。そのように、30分ぐらい前に出すこともなかった警報を、30分後には命

を守るというふうなこと出さなければいけない、そのような降雨があるということが分かりま
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したので、やっぱりそれは、備えは、そうした最高レベルの事態があることを前提に対応しな

ければいけないのかなというふうに、改めて肝に銘じていかなければいけないと思います。 

  なお、現状での対策について、これも防災担当の総務課長から、トランシーバーの活用であ

るとか、より緊密な情報伝達方法について、今進んでいるものがあると思われますので、報告

させていただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  安部総務課長。 

（総務課長 安部信弘君） 

  屋嶋議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、道路等の通行の可能かどうかという情報につきましては、やはり役場のほうでも一元

的に全ての道路の通行が可能かどうかというような情報を取ることは、これなかなか至難の業

でございまして、そういったところまでは今回も至りませんでしたし、今後こういった災害が

起こった際にも、それはなかなか難しいというふうな判断をしているところでございます。そ

ういった意味では、やはり早めに避難していただく、道路が通れる状況の中で早めにどうやっ

て避難していただくかというふうな、そのタイムラインをどういうふうに持っていただくかと

いうのが大変重要なことになってくるかと思っております。自主防災組織の研修につきまして

は、今年度に限らず数年前から県のアドバイザーなどに来ていただいてご講演をいただき、要

支援者のマップづくりでありますとか、危険箇所のマップづくり、あるいはマイタイムライン

の作成というところをご講演いただいて、実践していただいている組織も実際あります。ただ、

やっぱりこれまでは、このような大災害が飯豊町で起きるということをやはり想定できていな

かったということもあって、それぞれの自主防災組織の中ではそこについては取組が少し弱か

ったかなと反省をしているところでございます。ただ一方では、その研修を受けまして実際に

マップをつくったり、あとは大雨洪水警報が出た際には自主防災の役員が地区の公民館、自治

会の公民館に集まって安否確認を行うなどといった行動を取っていただいた自主防災組織もあ

ったというふうにお聞きしておりますので、そういった意味ではほかの自主防災組織について

も、そういった取組について今後町としても支援をしてまいりたいと考えているところでござ

います。 

  またトランシーバーというご提案をいただきました。町長からもありましたとおり、消防団

では今回の水害の際もトランシーバーを使っております。ただ、例えば各自主防災会からトラ

ンシーバーで役場のほうに連絡が入るっていうことですと、情報をさばくことがかなり難しい
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ということもございますので、そういった点も含めて今後検討させていただきたいと考えてお

ります。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  トランシーバーについては、やはりその現状の状況も速やかに町に情報が流せるという手段

としても必要だと思いますので、ほかの自主防災組織と、様々関係各位とお話をいただいて、

検討いただければと思います。 

  また、次に再質問しようかと思った内容が総務課長から大分出たもんですから、若干お話さ

せていただきたいと思うんですが、やはり自主防災組織の大切なところは、今話したんですけ

ども、基本的には町民一人一人がやはり防災意識を持って、特に高齢者の方がこういった災害

のときに自分はどうするんだと、例えば分からないときは誰に電話するんだというようなこと

まで踏まえた、先ほども出ましたけどもマイタイムラインなども本当に住民の方一人一人がも

うつくっておくというようなところまでが本当に必要なことだと思います。それはやはり、自

主防災組織の中で各地域に入って一人一人つくっていこうということで企画していくことも必

要ではあるんですが、なかなかできないところもあると思います。そこについては、行政から

の力添えなんかも必要なのではないかと、私思っていますので、ぜひ、本当は最後のそこまで

落とし込んで、自分はどういうふうに行動すると、自分は安否、ここ大丈夫だよということを

誰に連絡するとか、そういったことをもうやっぱり事前に自分で把握する、そして自分は避難

の要支援者であるということも地域の方に伝えておくというようなことも、自らそういったこ

とが必要なのかなと私は一番思っていますので、そういう体制づくりになれるような自主防災

組織であってほしいと思っていますので、ぜひお力添えをお願いしたいと思います。それにつ

いては、ちょっと質問は飛ばしたいと思います。 

  あと、防災について最後になりますけども、土砂崩れの件です。ちょっとご答弁の内容につ

いては、もう既に最初から土砂災害の特別領域についてマップに落とされている内容のことを

話されているのかなと思ったんですが、私質問した内容につきましては、今現在手前というか、

見た目で土砂崩れしていないよというふうに見える場所であっても、これからの雨によって地

盤が緩んでいって、いつ土砂崩れが起きるか分からないというようなところを調査できている

かなという心配です。というのは、これから春先になって山菜が採れるシーズンになっていま

す。やはり奥山のほうは、こういった災害があってまだ人が入れないと、まだ調査もできてい
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ないというふうな先ほどのお話でしたので、見た目とかドローンで調べる程度なのかもしれま

せんけども、ただ水分の含有量とかっていうのは衛星で取ることができます。ですから例えば

去年のデータとか、今現在のデータとかで比べて、ここが前よりも水分量が多く含んでいると、

土砂が崩れ、雨降ったり、また地震もあるということも考えなければなりません。そういった

ことによって土砂が崩れる可能性があるよというようなことも、本当は把握しておく必要があ

るのではないかなというふうに思っています。今現在、災害のない、歩いてまだ入れるような

山であっても、山菜採りシーズンになることも踏まえ、町民には、本当にそれで二次被害が起

きないような体制を考えておく必要があるのではないかと思って先ほどの質問をさせていただ

いています。そういったことで、今ちょっと話したんですけども、衛星を使った水分量の調査

とか、そういったことはされているのかちょっとお伺いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  なかなか、そうした水分量調査まではまだ至っていないというところだと思います。もちろ

ん、あのような豪雨によってことごとく損壊された場所、とりわけ小白川上流、萩生川上流に

ついては、融雪期にさらにやはり厳しい状況が雪の中から顔を出すということだと思います。

そして、その地域は山菜の宝庫であるということなどもあって、これは山菜シーズン前にかな

り警鐘を鳴らすべきだろうなというふうに改めて感じたところでございます。そうした注意勧

告などもしていきたいと。それでも、あそこは出ているなと思うとやっぱり寝てられないとい

うのが人情でありますので、十分注意していきたいと、呼びかけていきたいというふうに思い

ます。 

  なお、先ほどから話題になっております緊急時の対応については、自主防災組織や消防、警

察、そういった防災組織はもちろんのことでありますが、一般市民の方々も非常に意識の高い

方がおられまして、これは大変なことになるということで、警察、消防、それぞれのプロの行

政防災組織を担当する方々と一緒に、町内の高齢者の独り暮らしのところであるとか、ずっと

やはり案内してボートで救っていただいたという方々もおりますので、それは皆さんご存じの

とおり警察署から表彰までいただきました。そうした、常々このようなことがあるということ

を前提に意識を啓発をして、備えるということがいかに大事か改めて感じたところでございま

すので、今後融雪期の防災対策についてもしっかりと対応していかなきゃいけないと思います。 

  なお、この関係については、山菜だから農林課、山菜とは違うかもしれませんが農林課長は
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山菜採りが大好きですので、ぜひこれから気をつけなきゃいけないポイントを話させていただ

きたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  竹田農林振興課長。 

（農林振興課長(併)農業委員会事務局長 竹田辰秀君） 

  お答えいたしますが、私、山菜採りしませんので、頂いて食べるほうが専門であります。 

  お話お聞きしまして、雪解けが進み危険な状況が想定されるという部分はあるかと思います。

毎週行っております災害対策本部などでも、いただいたご意見を基に検討しながら、山に入る

際の注意喚起という部分で町民の方に促していければと思いますので、よろしくお願いたいと

思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  副町長待っているようですが、いいですか。大丈夫ですね。 

  そういった形で、今言ったように様々な想定をして、やっぱり町民に注意勧告とか注意喚起

を促すということをお願いしたいと思います。 

  また、あともう一つ、この雪解けから本格的に河川の復旧工事等々も始まります。そういっ

たことを踏まえると、河川の下のほうから工事業者等々も川に入ってくるというようなことも

あります。そういった二次災害がある可能性があるぞというようなこと、またそういった注意

喚起、業者のほうについてもそういったことを伝えておく備えなんかは必要なんではないかと

思っていますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。これについては答弁要らないです

が、よろしいですかね。ということでお願いしたいと思います。 

  防災については以上になります。 

  次、女性との懇談会について、話題になった内容についてお話ししたいと思います。 

  農業従事者と情報交換や技術指導について再質問をしていきたいと思いますが、町長の答弁

にもありましたように、近年営農の継続には農業技術力の向上や、経営力の強化というものが

本当に非常に必要になってきている昨今です。そこで、質問という形になりますけども、町長

は今後も相談しやすい体制づくりに努め、技術指導については県や関係団体主催の研修会やセ

ミナーを活用していくとのことでした。ただ、相談しやすい体制づくりは町、町政だけでなく、

ほかの関係機関でも直接農家の方が相談できるような、なかなか女性の方なんか特にそういっ
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たところに相談しづらいというようなこともあるようですので、そういったところにも相談し

やすい体制づくりはほかの機関でも必要なんではないかと思います。その辺につきましては、

町のほうからも呼びかけをいただいて、環境体制づくりをお願いしていただきたいと思います

ので、その件についてもお伺いしたいと思います。 

  また技術指導とか研修会、そういったことは開催していただくのはもちろんですが、今後あ

まり大きく集まるのではなく、やはりワークショップ形式のような、本当に聞きに来ている方

が何を望むか、何を聞きたいか、自分がこれからどういうことを学んでいけばいいのかという

ようなことも具体的に話し合えるような、そういった集まりの技術指導であったり、研修会で

あったほうがいいのではないかと思いますので、その点について町長のほうからご答弁いただ

きたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  身近な視点から、女性との交流事業の中で、非常にそうした中からでないと分からないなと

思うような大事なご指摘だったと思います。 

  本来であればＪＡおきたまの指導部でありますとか、農協婦人部であるとかそうしたところ

が主体的に今までは関わってきたんだと思いますけれども、農協合併と同時に、また支所では

若い人が中心になって、なかなか、金融や共済はやるけれども営農指導やお母さん方のお茶の

みをサポートするようなことはなかなかできないと、そういう状況になってきておることはい

ろいろなところでお聞きしております。そうしたことから、集落ごとに中津川むらづくりなど

ではみそ造りをしたり、野菜を利用した漬物のパッケージで販売をしたりというような、そう

したむらおこし、むらづくりの中でそうしたことを伝承的・伝統的に技術を、それぞれのおい

しい漬物作りや野菜作りなどについて頑張っていただいている地域などもございます。しかし、

平野部というか町場、半分都市化したみたいなところでは、なかなか若い世代がいない、勤め

ている。勢い、高齢者の方々が持っている様々な技術を伝える相手がいないということだと思

います。そうしたこともあるもんですから、私は就任するとすぐ「にぎわい茶房」という、そ

れぞれの家庭で作っている漬物や様々な持ち合わせなど持ち寄って、手作りのものを交流し合

う茶房が大事なんでないかということでやりましたが、それも10年ぐらいたって利用者が激減

するということで、今はやめているということでございます。ですけども、それに代わる何ら

かの農村文化、農業技術の交流の場というものが非常に大事だなとつくづく思いますので、こ
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れも農林振興課で何か考えているかもしれませんのでお話しさせていただいて、今農林振興課

ではちょっととても災害復旧で手いっぱいですと、それどころでないということであれば、来

年度、お母さん方、おばちゃん方の畑教室などをやるように、改めて指導していきたいという

ふうに思いますので。まずは、農林振興課長が答弁いたします。よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  竹田農林振興課長。 

（農林振興課長(併)農業委員会事務局長 竹田辰秀君） 

  屋嶋議員のご質問にお答えいたします。 

  相談しやすい体制づくりという部分につきましては、町長からも答弁ありました、一昔前と

それぞれ組織も変わっているという部分もございますが、飯豊町で古くからしている農業技術

者会という組織もございますので、そちらのほうにも多機関集まっての情報交換、活動してお

ります。ぜひ、積極的に農家のほうに出向いていただいて、情報を取ってきていただきたいと

いうようなことで話をしていきたいというふうに思います。 

  あとワークショップ形式的な形でということでお話ありましたけども、先ほど企画課長から

お話ありました今月末に帰郷希望女子とアグリウーマンの交流会とかっていうのが予定されて

いるというようなことであります。生産者だけでの研修でなくて、そういった消費者との小さ

い交流から生まれる新たな発見という部分もあるのかなというふうに考えております。ぜひ、

積極的に進めてほしいということで、うちのほうの農業委員会の補佐のほうにも話をしており

ますので、やっているほうも楽しみながらやっているということも感じられておりますので、

ぜひ見守っていきたいなというふうに思っております。 

  以上でございます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  ありがとうございました。 

  大分時間もあれなので、教育長のほうが暇しているようですので、だんだん教育長のほうに

移りたいと思いますが、ただ、ただいま話出たように、ほかに例えば、気象変動なんかによっ

て、この辺で作物適正化っていうのもだんだん変動して、変わってきています。ですから、去

年はよかったのに今年は駄目だというようなことも、だんだんこれから出てくるということで、

そういった指導等々も求めている状況にあります。 
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  また販売経路も、いいところもあるし悪いところも、同じ品物でもその販売経路によって全

然変わっているというようなことあって、そういった情報も欲しいというような現状にあるよ

うです。そういったことも踏まえて、今後耳を立てながら、そういった農業従事者の話を聞い

ていただきたいと思います。 

  それじゃ、すみません、教育長にお伺いしたいと思います。子育て世代の経済負担のほうに

ついてです。質問について２つちょっとまとめさせていただきますので、２つご答弁いただき

たいと思います。 

  まず、教育長から答弁いただいたスキー用品の購入の支援というのは、やっていただいてい

るというようなことでした。また、手ノ子スキー場等々ではレンタルも実際やっているという

状況にあります。そういったことも考えますと、今現在の保護者の中でこうした情報というの

がなかなか末端まで行っていないのではないかと、正確に伝わっていないのではないかとも思

っているところがありますので、その辺の情報共有というか、周知についてどうお考えかお伺

いしたいと思います。 

  また、こうした先ほども言ったリサイクル活動について、やっぱりＰＴＡが主体となってや

ることというのは本当に望ましいと私も思っています。ただ、ＰＴＡでやれって言ってもなか

なかやれる状況ではないと思いますので、これはやはりきっかけづくりとして教育委員会で何

らかのアクションを起こしていただいてからそういった活動に行くのが早い活動なのかなと思

いますので、その点についてお伺いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  教育長 熊野昌昭君。 

（教育長 熊野昌昭君） 

  屋嶋委員のご質問にお答え申し上げたいと思います。 

  スキー用具の経済的支援につきましては、要保護、準要保護の家庭については、先ほど申し

上げましたように各学年ごとに購入資金を援助するというような形になっております。ただ、

それについては、各家庭に申請書というようなことでお願いしておりますので、その辺は情報

はきちんと伝わっているのかなというふうに感じております。ただ、そのほかの、例えば手ノ

子スキー場のスキーのレンタルというようなところでは、なかなか周知の不足は否めないのか

なとも考えているところであります。都会からおいでになった方々が、今日利用したいという

ような方もおられると思いますので、何らかの手だてを取って活用をしてもらえるような、情

報提供を行ってまいりたいと思っておりました。 
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  それから、経済的な負担についてのきっかけづくりというようなことでありますけども、屋

嶋議員からもコミュニティースクールなどで検討できないかというようなこともありました。

現在、各学校のほうに地域学校協働活動推進員がおりますので、その辺りの先生方ともう一度、

できるかできないかということで検討をしていただきたいなと思っているところであります。 

  そして、経済的な負担の状況につきましては、各学校のＰＴＡに母親委員会というような組

織がございますので、そういうところの組織を使ってお母さん方の思いを集約するということ

も可能ですので、ＰＴＡのほうにも働きかけていきたいと考えております。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ２番 屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

  先ほどの件についてはお願いしたいなと思います。 

  また、教育長の答弁の中に、以前そういった貸しスキーのレンタルっていうのでなかなかマ

ッチングというか、サイズの違い等々で、逆に使用する人がいないっていうようなことはあっ

たと思います。ただ、あれは大分昔のことであって、周りが本当に新しい物を買ってもらえる

子供たちが多いというような状況の中で、なかなか古い物はっていうようなことがあったりし

たということもあります。ただ、今の状況を見てみますと、なかなかそのスキー授業以外にス

キーをするっていう子供さん、その家庭が本当に減ってきています。そういったことも踏まえ

ると、まず取りあえず仮にでもいいやという保護者の方も増えてきているんではないのかなと

思っています。ですから、これについてもレンタルというか、手ノ子スキー場のほうで回収な

どもしていただけるのかなと思いますけども、そういったことなども考えながら、レンタルと

いうか貸出し、無料での貸出しができるような体制というのも必要なのかなと思います。 

  あと最後のほうの質問の中で、もう一つの質問の中で、スキー授業の在り方についてという

ことも先ほどお話しさせていただきましたが、これも保護者から出た内容です。スキー授業っ

て本当に必要なのかなというようなことがありました。やはり今、スキー場なんかでもスキー

する子供たちが少なくなってきているというような状況下にあります。実際、本当に学校でス

キーをするだけの子供さん、親は全然スキーしないというような家庭が本当に多くなっていま

す。そういったことから、このスキーの、なぜスキーしなきゃならないんだという保護者の方

が多いように思われます。私も本当は、ここにいる子供たちはせっかくですのでスキー授業は

どんどんして、そういった活動などね、触れ合いを取ってほしいなと思うわけですが、やはり
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現在の保護者と、また地域と学校、職場職員の中での気持ちのずれっていうか、その辺の認識

のずれがあるんではないかなと感じておりますので、保護者に対してもなぜここにいる子供た

ちにスキー授業をさせたいか、そういった触れ合いをさせたいかということをもう少し話して

あげる場っていうのも必要なのではないかなと思っていますので、よろしくお願いして、質問

はそれで終わりにしたいと思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  ここで、２番 屋嶋雅一君の一般質問は終わりました。 

  ここで暫時休憩いたします。再開を午後３時15分といたします。 

                        （ 午後３時０５分 ） 

  休憩前に復し会議を続けます。        （ 午後３時１５分 ） 

  引き続き一般質問を行います。 

  次に、１番 川﨑祐次郎君。 

（１番議員 川﨑祐次郎君） 

  議席番号１番 川﨑祐次郎であります。 

  令和５年度は、８月の豪雨災害に見舞われた飯豊町にとって復旧・復興元年ともいうべき大

事な年であります。被災された町民各位の日常生活を一日も早く取り戻すべく、町執行部とと

もに議会活動に努めてまいる所存であります。 

  早速、一般質問に入ります。 

  初めに、子ども・子育てに特化した行政組織の新設及び強化策について質問します。 

  全国的に少子化が進む中、常に子供の最善の利益を第一に考え、子供に関する取組・政策を

社会の真ん中に据えて、国は「こどもまんなか社会」と呼んでおりますが、子供を取り巻くあ

らゆる環境を視野に入れ、子供の権利を保障し、誰一人取り残さず健やかな成長を社会全体で

後押しするため、国は本年、令和５年４月からこども家庭庁を創設します。 

  こども家庭庁の創設の過程においては、子供政策に関連する大綱などが担当省庁で別々に作

成・推進され、会議も別々に運営されるなど、これまでの縦割り行政の弊害をなくすため、専

門に取り組む独立した行政組織と専任の大臣を置き、政府一丸となり「こどもまんなか社会」

に取り組むとあります。こども家庭庁の令和５年の当初予算総額は４兆8,000億円で、去る１

月27日の飯豊町臨時議会で可決された妊娠届出時と出生届出時合わせて10万円交付される出

産・子育て応援交付金などの令和４年度補正予算の前倒しを含めると５兆2,000億円規模とな
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る、デジタル庁に次いで大規模な行政組織の改革です。 

  町は、これまで子ども・子育てに関する事務は健康福祉課と教育総務課に分かれて担当され、

事務事業の実施において窓口が２つに分かれる場合が往々にしてあり、１月29日に開催された

議会主催の女性の方との懇談会においても、子ども・子育てに関する情報が少なく担当課がは

っきりしない場合がある、また人事異動により担当者が代わると町の制度も微妙に変化する、

ワンストップサービスが実践されておらず身重の体で母子手帳の交付や乳幼児保育の手続など

により窓口が離れている複数の課を行き来するのがおっくうになる、子供の発育に伴い悩みや

相談する内容が多様化してもどこに行けばよいのか分からない、子育て支援センターへ行って

も結局担当窓口に再度確認しなければならない、などの苦情が寄せられました。まちづくりは

人づくりといっても、こうした子育て世帯の疑問や相談にきちんと対応できないのは非常に残

念なことであります。 

  この際、当町においても独立した「こども家庭課」なるものを新設することを提案し、さら

にきめ細やかな子ども・子育て政策の情報を一元的に発信し、事務事業を実施すべきであると

考えますがいかがでしょうか。 

  次に、国民健康保険事業における町独自の新たな健康管理事業について提案をいたします。 

  飯豊町の国民健康保険事業に係る令和３年１月から12月までの医療費等統計の分析結果のま

とめでは、医療費総額は５億8,069万7,000円で、疾病別の医療費第１位は、新生物いわゆるが

んで１億3,040万円、次いで循環器系疾患8,360万円、精神及び行動障害5,840万円であり、全

体の22.5％ががんであります。男女別の医療費ベースの統計においては、男性の第１位はがん

で１億890万円、次いで循環器系疾患で5,000万円、内分泌代謝疾患で3,440万円、女性では循

環器系疾患が第１位で2,670万円、次いで精神及び行動障害で2,670万円、神経系疾患で2,530

万円。女性では、悪性新生物（がん）は第４位で2,150万円となっております。相変わらず疾

病原因の上位にある新生物（がん）にきちんと対応する必要を感じます。 

  沖縄県浦添市では、2019年８月から2020年１月にかけて、厚生労働省の成果連動型民間委託

契約方式のモデル事業により大腸がん検診受診勧奨事業を実施し、受診者数が前年度対比で

40％増の成果を上げたと発表されました。この事業は、浦添市が民間企業２社と連携契約を結

び、市内11万4,000人のうち40歳以上75歳未満の国民健康保険加入者１万7,000人を対象に大腸

がん検診の勧奨を行い、返信のあった6,500人とショートメッセージを毎月繰り返し、加えて

390人に対し大腸がん検査キットを自宅に送付するもので、事業の結果、浦添市の大腸がん検

診受診者が、2018年度2,632人から、2019年度3,661人と、前年度対比で1,029人、率にして
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40％増加いたしました。勧奨を行った人の受診率は30.2％で、勧奨が行われなかった人の受診

率も併せて増加し、受診率は２倍となったとあります。こうした経過から、いかに受診勧奨が

大事なのか、悪性新生物のみならずあらゆる疾病から身を守るための健康管理について行政が

積極的に関わることの重要性を再認識したところであります。また、がん検査は新たな時代を

迎え、自宅にいながら血液や尿でリスク判定ができるまでに進歩しております。ついては、国

民健康保険事業の実施主体である町において、新たな検診勧奨の在り方、胃カメラ及び大腸カ

メラの内視鏡検査への補助制度並びにがん検査キットへの助成制度の創設を提案し、今後の対

応についてお尋ねします。 

  最後に、主要地方道米沢飯豊線、県道４号線、通称ダム道路の安全・安心な通行の確保対策

について質問します。 

  主要地方道米沢飯豊線（通称ダム道路）は、ここ数年毎年のように幾度となく通行止めや片

側交互通行、夜間や時間帯を区切った通行止めがなされ、常に安心して通行できる県道とは言

えない状況にあります。昨年の８月３日から４日にかけて飯豊町を襲った豪雨災害で、小国町

に至る国道113号線倒壊の際には、主要地方道米沢飯豊線から九才峠を迂回路として利用し、

小国町に通行することが検討された経緯もあります。主要地方道米沢飯豊線（通称ダム道路）

は、生活道路であることはもちろんのこと、医療・介護・保育・教育、林業振興・観光振興な

ど全てにおいて中津川地区の町民にとって命の道であり、全ての町民にとっても重要な路線で

あります。 

  中津川地区から川西町玉庭に至る菅沼峠は、主要地方道米沢飯豊線が通行不能な場合迂回路

として通行できるものの、道幅は狭く、南側は深い谷を望みながらの通行となり非常に危険な

路線であり、現在地元中津川と川西町玉庭との住民で組織する菅沼峠整備促進期成同盟会が山

形県に対し菅沼峠の改修要望活動を継続して行っております。 

  こうした状況を考えると、主要地方道米沢飯豊線（通称ダム道路）の安全・安心な通行確保

対策は、国並びに山形県に対し要望すべき重要事業の中でも最重要課題と言えます。これまで

以上に、町の国や県に対する要望活動や対応が大切となってくると考えますが、今後の対策対

応についてお尋ねします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、１番 川﨑祐次郎議員から、復興元年と受け止められた今回の災害状況につい
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て、議会人として町当局とともに全力投球すると大変力強い決意を述べていただき本当にあり

がたく、厚く御礼を申し上げたいと思います。 

  また、今回の質問にもございます菅沼峠の関係につきましては、難しい、飯豊町と、小国町、

川西町の議員間の交流の顧問としてお骨折りいただいておりますこと、改めて感謝申し上げた

いと思います。 

  それでは、質問にお答えいたします。 

  第１点目の、子ども・子育てに特化した行政組織の新設強化策についてお答えいたします。 

  国難ともいうべき少子化に対し、政府は異次元の少子化対策を掲げ、令和５年３月末をめど

に具体策のたたき台を取りまとめる方針を示されました。令和５年４月には、内閣府の外局と

してこども家庭庁が設置され「こどもまんなか社会」の取組が進められます。 

  国がこども家庭庁を設置する理由の一つとして、各府省庁に分かれている子供政策に関する

総合調整権限の一本化がございます。現在の本町における子育て支援に関しましては、健康福

祉課が課内に子育て世代包括支援センターを置いて、妊娠初期から子育て期におけるそれぞれ

の段階に対応した支援、各種健診業務、児童虐待対応などに当たっております。教育総務課で

は、認定こども園の運営を行いながら、乳幼児期の教育、保育、学校教育へのスムーズな移行

を支援しております。妊産婦や乳幼児に対し両課が連携して母子保健分野と子育て支援分野の

両面から支援に当たっておりますものの、建物が離れており、窓口が分かれてしまうことによ

って、ワンストップサービスにつながりがたい場合があるとも思われます。 

  議員おっしゃるとおり、組織改編によって、子供を守り支援するための体制の強化、効率的

で機能的な業務体制の確立を図ることが重要だと考えております。しかしながら、深刻化・複

雑化する子供や家庭が抱える課題に対しては、各課横断的に取り組むことが、妊娠期から子育

て期にわたる様々な悩みなどにきめ細やかに対応することにもつながると考えられております。 

  国は、こども家庭庁長官の下に内部部局として企画立案・総合調整部局、それから成育部局、

そして支援部局の３部門を設置します。本町に置き換えれば、子供の視点、子育て当事者の視

点に立った政策企画立案・総合調整は企画課、妊娠出産の支援、母子保健、成育医療は健康福

祉課、本町が進める幼小中一貫教育やいじめ対策などは教育総務課など、それぞれの役割を確

実に全うすることで、全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てできる環境を整備して

いくこともできると思っております。 

  第５次飯豊町行財政改革大綱のＧＯＡＬ５では、様々な住民サービスに対応する柔軟な組織

体制を掲げ、現行組織体制の検証・見直しを行うことを定めております。現時点で、課の新設
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は申し上げられないものの、新年度組織機構見直しに向けた議論を行ってまいります。 

  また、最重要の課題は若者の定住に向けた雇用と所得の対策であり、住宅政策、ハイクオリ

ティーなライフスタイルの構築と多様な価値観の共有など、課題が山積しております。そうし

た課題へも一つ一つ向き合い、対策を講じてまいります。 

  次に第２点目の、国民健康保険事業における町独自の新たな健康管理事業についてご質問が

ございました。 

  日本の主な死亡原因の年次推移を見ますと、悪性新生物、いわゆるがんは一貫して上昇して

おり、昭和56年以降死因順位第１位となっております。令和２年の全死亡者に占めるがんによ

る死亡者の割合は27.6％であり、全死亡者のおよそ3.6人に１人はがんが死因という状況でご

ざいます。町内におきましても、がんは死亡原因の第１位となっており、令和２年度の死亡者

総数148人のうち、がんによる死亡者は28人で約19％を占めております。 

  現在の取組といたしましては、手紙や電話などで各種がん検診等の個別受診勧奨を行って、

受診できなかった方への再受診の呼びかけを行っております。令和２年度の町内における各種

がん検診受診率は、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん、肺がんのいずれも県平均をやや

上回っており、受診率のさらなる向上を目指して、来年度はこれまでの南陽健診センターに加

え、町内の特定の医療機関でも受診いただける体制を整えております。医学の進歩によって、

がんの早期発見、早期治療が可能となっていることから、がん検診受診率を向上させ、がんを

早期に発見することが極めて重要と考えます。 

  ご紹介いただいた沖縄県浦添市の事例は、厚生労働省モデル事業を活用した民間事業者との

連携事業であり、フィールド提供という点で参画することとなったモデルケースの事例であり

ました。厚生労働省においても、がん検診の受診率向上に資する方策が様々検討されており、

今後もアンテナを高く張り、有益な事業等があれば本町も取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

  また、ご提案いただきました各検査への補助制度などについては、今後の受診勧奨対策の一

つとして検討してまいりたいと考えております。 

  次に第３点目、主要地方道米沢飯豊線の安全な通行の確保対策についてお答えいたします。 

  主要地方道米沢飯豊線、いわゆるダム道路は、ここ数年雪崩や施設の老朽化を原因とする交

通制限が頻繁に行われ、そのたびに中津川地区から川西町玉庭地区を経由する菅沼峠が迂回路と

して機能してきました。道路ネットワークはつながって初めて機能するものであり、非常時にあ

っても代替路が確保されていなければ、安心して暮らすことのできる地域づくりができないとい
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うことが、東日本大震災や豪雨災害から得た教訓であります。 

  今後も起こり得る地震や、豪雨・豪雪などの非常時に備え、道路が寸断することによって交

通に影響を及ぼすおそれのある区間については代替路等を確保し、災害発生時において何より

も利用者の安全が確保され、地域の暮らしへの影響を最小限とする対策が重要となってまいり

ます。川﨑議員ご指摘のとおり、主要地方道米沢飯豊線は本町にとって非常に重要な路線であ

ります。住民の暮らしを守る冬期の安全な通行体制の確保は、最重要課題の一つとして認識し

ております。菅沼峠は、ここ数年整備運動が休眠していた時期があったものの、近年は川西町

議会と飯豊町議会との交流事業の中から本格的整備が必要との共通認識が高まり、菅沼峠整備

促進期成同盟会を中心に積極的な陳情活動を展開しています。菅沼峠の整備促進とともに、町、

中津川地区、川西町玉庭地区の方々と連携して、主要各機関への要望活動をさらに強化してま

いりたいと思います。 

  以上、私からの最初の答弁とさせていただきます。 

（議長 菅野富士雄君） 

  １番 川﨑祐次郎君。 

（１番議員 川﨑祐次郎君） 

  一般通告書に対する答弁ありがとうございました。それでは、それぞれについて、若干再質

問をさせていただきます。 

  今回の３月定例議会の一般質問においては、既に４人の議員が１月29日に開催された議会と

女性との懇談会の席上で出た問題・課題をそれぞれ一般質問に取上げております。私も、今回、

子ども・子育てに特化した行政組織の新設強化について質問したのは、こういった経緯がある

からであります。 

  私が関わった子育て環境を中心とした懇談においては、住民の方々の生の声としていろいろ

なお話を聞いたところでありました。全部読むと時間がありませんので、何点か読ませていた

だきますが、「子育てのために町は様々な事業や政策を展開されているが、保護者には詳しい

内容があまり知らされていないことがある。インターネットや町のホームページでお知らせし

ているというが、紙媒体での情報発信も必要であり、こういった点から全体的にＰＲ不足であ

る」と。あとは「これまで子育てに優しい町だというＰＲをされてきた飯豊町でありましたが、

ほかの市町と比較して決して子育てに優しい町とは言えなくなっているのではないか。若い人

が町外に流出している原因の一つになっているのではないか」と、こういった厳しいお話があ

ります。子育てを終えて、子育て世代の親御さんたちは、ここにいては駄目だからよそに出て
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いけと言わざるを得ない状況があると。非常に残念な話です。いろいろお話がありましたので、

国が子ども・子育てに軸足を置いたこども家庭庁の新設を機にこの問題を取上げさせていただ

いたところでありますので、何点か質問させていただきますが、町長答弁の中にこういったく

だりがありました。「各課が横断的に取り組むことによって、きめ細やかな対応につながって

いる」と、こういったお話でありましたけども、今、私が読み上げた内容では、実際に横断的

取組で保護者、あるいは子ども・子育てに関するサービスを受けておられる方にとっては決し

てメリット感がないというようなお話ではないかと思います。あと、情報が保護者やサービス

利用者にきちんと伝達されていないのではないかということで、国などは田園都市構想など、

さらにデジタルを加えて推進をしておりますけれども、相変わらずやっぱり紙ベースで欲しい

という家庭がありますので、メールやホームページで周知をしているから完全だという認識は、

まだまだ足りないのではないかと思います。 

  あと質問として、町の情報がＮＰＯや民生委員等を含めて十分に周知されているのか。周知

しているとすれば、どういった機会を捉えて周知されているのか、これをお聞きしたいと思い

ます。 

  次に、答弁書の中に、子育て世代包括支援センターという文言が出てきましたけれども、飯

豊町にはみらい館に子育て支援センターを設置しており、健康福祉課内に子育て世代包括支援

センターの２つがあります。この２つを置くことはいかがなものかと思います。これまでの施

策がまずいという話ではなくて、名称が似たようなもので、子育て支援センターと子育て世代

包括支援センター。子育て世代包括支援センターが平成29年８月に業務ガイドラインが出され

ておりますので、子育て支援センターの一定程度の役割は終わったという表現は正しくはない

かもしれませんけども、こども家庭庁などを考えると町のほうでは一本化したほうが住民にと

って分かりやすいのではないかと、このように考えますが、２点目、この現在の２つのセンタ

ーの在り方について、今後いかになされる考えなのかお聞きします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  ただいまは、国のこども家庭庁の新設に伴う状況の把握、そしてそれに伴っての町の対応に

ついていろいろとご指摘をいただきました。 

  ３月１日、昨日の日本経済新聞の１面に出生急減80万人割れということで、社人研の予測よ

りも11年も早い少子化が進んでいるという深刻な状況が報道され、そうした現状を踏まえて国
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は異次元の子供支援策に対応しなきゃいけないという総理の判断であり、政府もそうした流れ、

それは国民全体の共通認識ではないかと思っております。 

  本町においても、かつては2.0近い人口置換水準をカバーした年代が続いたにもかかわらず、

近年では特殊出生率が1.54という直近の数字でありますから、本当に低くなったなという危機

感を持っております。1.54という数字は数字に直すと、本町で１年間に二十二、三人、こうい

う状況でありまして、これは何とかしなきゃというふうに思って、川﨑議員のご意見を聞いて

おりました。 

  じゃあ、どうするかということでありまして、今ご指摘の出生してからの対応、これをでき

るだけ行政対応を総合的に、きめ細やかに、切れ目のない支援をするということは大賛成であ

りますので、そのことについて何が必要なのか、今後至急検討しなければいけない課題だとい

うふうにお聞きいたしました。 

  かつて、飯豊町は子育て最優先の町として大きく近隣市町に話題を提供した経過がございま

すが、今はそのレベルに各自治体が追いついてこられて、そんなにどこも遜色なく、同レベル

にという時代になりました。それは、町村会や市長会の中でも、市町村行政で子育て支援に格

差があるというのはあってはならないと。同じように均等に対応すべきものであろうという声

が非常に強くなっています。当然のことでありますので、機会を均等にしなければいけないと

いうことですから、そのことについて飯豊が特に魅力的な特別な対策を打ち立てて、よその自

治体から人を引っ張るというようなことは、やはり決して褒められた政策ではないだろうと思

います。しかし、飯豊で子供を育てることが喜びであるというお母さん方が減っているという

ことについては、これは深刻に受け止めなきゃならない問題だと思いますので、できるだけそ

うしたことの時代にならないように、子供出生対策、頑張っていきたいと思います。 

  １点目の質問については今お話ししました。 

  ２点目については、いわゆる周知の問題、このことについては、担当セクションから答えさ

せていただきたいと思います。まずここには、女性参画社会の筆頭を行っております健康福祉

課長と教育総務課長がおりますので、両人から現状を、川﨑議員からの質問の現状についてお

答えいたさせますので、よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  伊藤健康福祉課長。 

（健康福祉課長(兼)地域包括支援センター所長 伊藤満世子君） 

  ただいまの質問にお答えいたします。 
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  町の情報等をＮＰＯや民生委員の方に周知はどのようにされているかということでお話があ

ったところです。 

  健康福祉課サイドの情報については、ＮＰＯさんには機会あるごとに紙やデータで送らせて

いただいたりしております。あと、民生児童委員の方については、母子関係については詳しい

ところはあまり紙媒体とかでもお知らせしていないかと思いますので、今後分かりやすくつく

ったものを民生児童委員の方にもお渡ししたいなと思います。健診の日程ですとか、相談の日

程ですとかそういったものありますので、そういったものを今後は配布させていただきたいと

思います。 

  以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

  後藤教育総務課長。 

（教育総務課長 後藤美和子君） 

  川﨑議員のご質問にお伺いしたいと思います。 

  子育ての関係で、教育総務課所管分の情報につきまして、ＮＰＯ、それから民生委員の皆さ

んにどのような周知をしているかということでありますが、民生委員の方々には様々な保育施

設等の入所であったりそういうことのご協力依頼等がございますので、紙媒体でそういったと

ころでお願いということで周知をしております。 

  それから、ＮＰＯさんのほうには、紙であったり、直接お話をしたりしてお願いをしたり、

周知をしているということになっておりますのでよろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  １番 川﨑祐次郎君。 

（１番議員 川﨑祐次郎君） 

  子育て支援センターのありようについては答弁いただいておりませんので、改めてお聞きし

たいと思います。 

  それで、臨時議会で提案されました出産子育て応援交付金、この概要を見ると、非常に目新

しい言葉が出てきました。伴走型相談支援。国はこれから子供の出産・育児、その後の成長に

伴って切れ目なく寄り添って支援していくと。こういった決意を新たにしているので、大変結

構な話だと思いますので。やはり、組織のありようは新年度以降考えられるという回答であり

ましたので、これについては、伴走相談支援あるいは助成などについても、多分複数の課であ

っても切れ目ない支援ができるものだと思いますので、ぜひ期待外れにならないように、その
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都度指摘させていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  では、子ども・子育てに関しては、今後の子育て支援センターと、子育て世代包括支援セン

ター、これの今後の在り方、機能等について改めて質問をさせていただきます。時間がないの

で、この後の質問の先頭でお答え願います。 

  次に、国民健康保険事業で新たな受診勧奨の在り方を検討すべきだというお話をさせていた

だきました。この質問の趣旨は、人口減少に伴った限られた財源を今までどおりの検診勧奨で

あっては駄目なのではないかと。もう少し積極的にやる、語弊がありますけれども、しつこい

と言われるほど食い下がって、やっぱり自分の体は自分で健康管理をしていく、これは重要な

ことですので、その気づきのきっかけになるのが行政からの勧奨だと、このように私は考えて

おりますので、ぜひデータを統計的に取るのではなくて、１人も疾病で死なせないと、そうい

う意欲を持って取り組んでいただきたいと。 

  浦添市の例を出しましたけれども、国ではがん撲滅対策としていろいろなモデル事業に取り

組んでおりますので、飯豊町にあってもやはりそういった国の新たな取組を、きちんと情報を

キャッチして、住民の福祉の向上に寄与されるようにお願いしたいなと思います。 

  それで、この間、胃カメラと大腸カメラの受診をしてまいりました、３年ぶりに。コロナ禍

にあってなかなか受入れしていただけなかったのですが、どちらも5,500円前後で終わりまし

た。こういったものについても、高齢者の肺炎球菌と同様に幾ばくかの補助制度があれば、先

ほどの自己の健康管理の気づきのきっかけになるのではないかと提案しているところでありま

すので、今後検討をされるという方向でありますけども、どのような角度で、やるのかやらな

いのかという答えはすぐは出ないとは思いますけども、ぜひ先進的な取組を期待したいと思い

ますので、これについてお聞きしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  伊藤健康福祉課長。 

（健康福祉課長(兼)地域包括支援センター所長 伊藤満世子君） 

  川﨑議員の再質問にお答えいたしたいと思います。 

  ただいまお話がありました、最初に、先ほどの子育て支援センター、包括支援センターの今

後の方向性ということでよろしいですか。在り方についてですけれども、子育て世代包括支援

センターについては、妊娠期から子育て期全般においてということで、18歳までにおいて、母

子の健康それから虐待予防までに関わることを実施していくということになっておりますので、

健康福祉課内では、保健師それからあと保育士等、あと、児童虐待の講習を受けた家庭相談員
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等配置しながら、健康福祉センターのほうで、また継続して実施していくべきなのかなという

ふうに思っております。 

  あとは、子育て支援室との連携というふうなことで、今後どういうふうに一本化なっていく

のかどうかというところは今後だと思うんですけれども、現在のところですと子供の発育の問

題ですとか、発達の問題ですとかそういったこと、あと家族、家庭の問題とか、そういったこ

とがあった場合は情報を共有しながら一つ一つ連携して問題解決をしているというところにな

っております。 

  川﨑議員がおっしゃるように、漏れのないようにというところで、常に情報共有して、今の

ところ連携しながら対応はしているところです。 

  以上です。 

  続きまして、先ほどのがん検診の受診の件、精密検査の件になりますけれども、胃カメラ、

それから大腸カメラの内視鏡検査についてですけれども、やはり検査すると結構な金額がかか

るということになります。ただ、カメラの検査となると、時間と医療機関が限られてくるって

いうところもありまして、町の医療機関だけではなかなか実施することが難しいというところ

がちょっと課題であるなと思っております。長井西置賜地区の医師会のほうにも胃カメラ、大

腸カメラを実施している医療機関もありますけれども、なかなかできる消化器内科が少ないも

のですから、委託先をさらに広域に広げて、米沢市さんとか、あと県全体で行うとか、そうい

った方向で考えていかないと、なかなかカメラの助成っていうのは難しいところかなというふ

うには思っております。ただ、東置賜の医療機関等にちょっと確認させていただいて、そうい

ったことができるのかどうか、実際の東置賜のほうでは医療機関でやっているところもあるよ

うなので、ちょっとその辺も確認しながら、できる方向で検討していきたいなと思っておりま

す。 

  私のほうからは以上になります。 

（議長 菅野富士雄君） 

  １番 川﨑祐次郎君。 

（１番議員 川﨑祐次郎君） 

  がん検査については、令和５年１月30日発刊の山形新聞の健康医療面、ここに「がん検査、

新時代間近」ということで、もう既に女性がんセット、結構いい値段でありますけれども、女

性は７種類、男性は５種類のがんを１回の在宅からの検査キットへの対応で、疑いを発見でき

るという、金額的にはかなり高額でありますけれども、こういった新たな時代が訪れようとし
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ておりますので、ぜひ今後、補助や助成の、給付金の在り方などについて、積極的に検討して

いただきたいと思います。 

  あと、胃がん、大腸がんについては、先ほど言いましたように、高齢者の肺炎球菌ワクチン

と同様に、各医師会と連絡調整を図りながら、町と医師会が協定を結んで、検診の補助などに

対応していただければなおいいのかなと思いますので、ぜひ、相変わらずがんがトップです、

何度も聞いてもあまりいいいい話ではありませんので、何かをやらなければ改善しないと、そ

の何かのきっかけになるような事業をきちんと対応することが、新たな飯豊町の健康管理事業

として定着するのではないかと思いますので期待したいと思います。 

  こちらの提案だけで申し訳ありませんけれども、そのようにしていただきたいと思います。 

  ちょっと順番、先に戻りますけども、やっぱり子ども・子育てに関しては、情報量が足りな

いと。しかも紙ベースで置いてほしいという話がありましたので。例えば、住民課の窓口、出

生届、あと就学、あと妊娠となると住民課、教育総務課、健康福祉課、そういったところに、

お金をかけなくても、こういったサービスが町にありますよと。こういった助成制度がありま

すよっていうものを、先ほど言いましたＮＰＯ、飯豊町もありますので、あと民生委員児童委

員、あと関係各課、こういったところに置いておけば情報の発信に効力があるのではないかと

提案しますので、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

  最後に、主要地方道米沢飯豊線、県道４号、通称ダム道路について質問します。 

  私なりに調べてみました。これまで、数回にわたってダム道路が通行止めもしくは交通規制

がかけられた経過があります。平成27年２月22日及び３月４日の豪雪による雪崩、これによっ

て延べ85日間の通行止め及び交通規制がかかりました。これについては、６億200万円ほどの

事業があったと。事業の内容は、スノーシェッドの新設です。そのため、この平成27年２月22

日及び３月４日の雪崩で通行止めになって、今後スノーシェッドを増設しないと対応できない

ということで、平成28年にほぼ１年間と言っていいほど全面通行止め及び片側交互通行で、ス

ノーシェッドの造設をやりました。全面通行止めになったのが３月いっぱいと、５月16から７

月29日まで、10月から11月までの２か月、これは全面通行止めです。平成28年には４月から５

月16日までは片側交互通行、７月末から９月末、あと10月、12月においては片側交互通行、ほ

ぼ１年と言っていいほど交通規制がかけられました。その後、令和２年８月28日から中津川橋

の橋桁を支えるケーブルの重要な損傷が発見されて、12月７日開通までに通行止めあるいは片

側交互通行で、今回令和５年２月１日午前４時30分雪崩発生して、雪崩の総延長は40メートル、

その際に、写真も一緒に添えられてきておりましたけども、恐らくもう既に森林、ナラ枯れや
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森林の倒壊によって雪止めするすべがないと。今回なったところは、恐らく今後も発生する可

能性が大だと思われます。 

  それで、これまでの通行止め、ある程度をかいつまんでお話ししましたけど、県内35市町村

にあって、こんなに頻繁に県道が通行止めや片側交互通行になるというのはあっていいのでし

ょうかと、新たな疑問を感じます。しかも、冬季間においては、通称ダム道路、主要地方道米

沢飯豊線が通行止めになった、あるいは中津川から玉庭に至る菅沼峠、これも冒頭に言いまし

たようにかなり難所と言われているような道路です、あと小国に抜ける九才峠は冬季間除雪し

ていません。ですので、不測の事態があれば中津川地区が孤立することになります。これは非

常に重要な課題だと考えます。 

  毎年、５月、６月あたりに、県に対する重要事業要望を行っているわけでありますけれども、

こういった観点からすると、順序としては第一義的にこの主要地方道米沢飯豊線の安全確保対

策が最重要課題だと思いますが、今後の対応についてどのような対応なされるかお聞きします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  全く課題を共有し、共通認識に立つ立場であります。今回改めて調査費がついたということ

で、菅沼峠についてはちょっと盛り上がった、500万円ちょっとということでありますが、し

かし今回のダム道路の通行止めによって、その程度のものでは恐らくとても対応をし切れない

のではないかと思っております。幸い、ここ五、六年の間、20年近くも休眠していた運動が盛

り上がって、期成同盟会の大滝会長なども非常にご高齢でありながら頑張っておられるという

ことからしますと、ここ数年が粘りに粘って、抜本的な菅沼峠の改修対策を検討、推奨すべき

時かなというふうに思っております。いずれダム道路がかなり手厚く、スノーシェッドの延長

であるとかそういうのをやったとしても、またどこが崩れるか分からないという状況であって

は、菅沼峠をもうちょっと安全に通行できる対策を、今我々が考えていることと、もう一つ前

向きにしていくということを要望して調整を進めていきたいと考えております。 

  幸い、飯豊区間については立派な道路が出来上がっている、しかし川西側の区間については、

なかなか十分でないということです。川西町当局としては、国道113号線があり、ジャンクシ

ョンの工事があり、国道287の改修が目の前にあって、とても菅沼峠まで大きな踏ん張りが利

かないというような事情もある、それも分かります、我々としてはね。分かりますけれども、

やっぱり中津川地区というのはかつて東置賜郡と言われたとおり川西町との交流が非常に通勤
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圏、経済圏、非常に重要だと思いますので、改めて県当局に、川西町当局に強く要望して、一

緒にここは行動するということが大事だと思いますので、トンネルを掘るというところまでは

期成同盟会の会長は難しいだろうという判断でありますが、もうちょっと隘路の解消を抜本的

に進めていくことを改めて頑張っていきたいと思いますので、引き続き飯豊町の議会代表者と

しての交渉をお願いしたいと思いますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

  １番 川﨑祐次郎君。 

（１番議員 川﨑祐次郎君） 

  昨年春に出された、令和５年度の飯豊町の重要事業要望書に目を通したところ、主要地方道

米沢飯豊線については一番末尾でした。一番末尾に、ほかの道路の改修とともに併記されてい

るだけでした。ぜひ、今春出される県に対する重要事業要望書の上位に主要地方道米沢飯豊線

の安全確保対策については掲載していただいて、強く県に要望していただきたいと思います。 

  なお、令和５年２月８日付飯豊町議会議長あてに、中津川むらづくり協議会と地区部落長会

からも、主要地方道米沢飯豊線の雪崩による全面通行止めに係る要望書が提出されております

ので、こういった要望があることを踏まえて、さらに私の質問に対してはこのように述べられ

ております。「道路ネットワークは、つながって初めて機能するものであり、非常時にあって

も代替路が確保されていなければ、安心して暮らすことのできる地域づくりができない」と。

一番ネックになるところでありますので、ぜひこれについては最重要課題として取り上げてい

ただきたいと思います。 

  なお、今回私が取り上げた子ども・子育てに特化した組織強化、国保事業での新たな受診勧

奨の在り方、県道４号・主要地方道米沢飯豊線、この３つについては、いずれも飯豊町の人口

減少の歯止めの具体的な方策だと思いますので、ぜひこういった提案が功を奏すような行政運

営を期待して、私からの一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

（議長 菅野富士雄君） 

  町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

  論点にちょっと、受け止め方に私としてずれがありましたので、改めて答弁させていただき

ます。 

  菅沼峠の関係はもちろんでありますが、ダム道路について要望事項の順位を繰り上げてほし

いというご提案につきましては分かりました。ぜひ、次回の要望から、こういう状況になりま
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したので、順位を繰り上げていきたいと思ってお聞きしました。 

  あと、子ども・子育て関係については、ご指摘の件をできるだけご意向を尊重した上で対策

を講じてまいりたいと。子供が22人しか生まれないという状況は、やっぱり深刻な状況であり

ます、本町にとっても。ぜひこのあたりが、もう少し、何が原因なのか、やっぱり男女の出会

い、そして若者の定住のスタート時点でのやはり十分でないというところが、この結果を及ぼ

しているということだと思いますので、そのことも含めて、しっかりと対応していきたいと。

この次答弁するときは、最低30人とか、40人とか子供生まれてくるであろう対策をしっかりと

旗に掲げて、お示しができるようにしたいものだなと思ってお聞きしました。 

  今後ともご指導よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

  以上で、１番 川﨑祐次郎君の一般質問は終わりました。 

  これをもちまして、本日予定いたしました議事日程は全部終了いたしました。これにて散会

といたします。 

  大変ご苦労さまでした。お疲れさまでした。 

  （ 午後４時１２分 散会 ） 

 


